ビルトインコン □ 
取扱説明書す呆証書付 



〇〇 全ロセンサー搭載 

kil センヴー]ンロ 



目 0cm 幅 

75cm 幅 

品名コード 
(機器コード） 

HR-BP3A-G6BS(1 1 -052-02-01219) 
HR-BP3A-X6SS(11-052-02-01220) 

HR-BP3A-G7BS(11-0 己 2-02-01232) 
HR-BP3A-X7SS(11-0 已 2-02-01233) 

型式名 

C3WJ5PWA 

C3WJ6PWA 



このたびは、東京ガスのガスビルトインコン□をお買い上げいたださ、まことにありびとラございます。 
この取扱説明書をよくお読みのラえ、正しくお使いください。 

〇この取扱説明書は、いつでも利用できる場所に大切に保管してください。 

〇この取扱説明書の 62 ページび保証書になっていま慶夏い上げ曰、販売店名、保証内容などをよく確認し、 

















GD ら < 6 < 操作 


楽々点乂方式 点乂ボタンを巧し、指を離しても連続スパークして自動点乂 

. , '■ 

温調操作部 ワンプッシュで開閉でをる . I ' 

■ y I - 

ク U ルとびら音 B グリル部スライドレール方式で開閉がスムーズ 


其 
V ぶ'、 


這鷄 寂.‘ 


、— -' み：. 

‘ザパム 


';、苗 


QD おまかせ機能! :，‘ 

1 A 

@ タイマ—モ—ド 1分単位で消乂時間を設定できる，-;，;— 


雄 


1 '一—’ 
对 


. h % こが-パ; 


0 揚げものモード 設定温度に調理油温を保つ‘ •ん;こさイ V ' 、 

V '入ゴ1；山;'、ィ心 V 一 r - 

Q 湯ねかしモード お湯 i ); みすば自動でミ肖义. 織替 

Q 欠飯 モード 自動でガス乂のごはんび炊ける I ' ’-'1’ 

A 与 

g 才ートクリル 焼刮寺間 • 乂加減を自動でコント di - ル 

* . 

QS 安ま機能! 

立消えち全装置 
が參消 し忘れ消乂機能 
が參 □ック機能 


戲論 

ん 

が’ 


.ぶに 


い;、 


'-*、•ぶ' 




诗游が 

'户ぶ、 V 夕‘こ' 

t ;;みわ‘- 


ん I 


万が一乂が消えても、ガスを自動でしや断 


じっくり料理の消し忘れも、自動で消乂- 


■片I . 

•も 


電源ボタンの r 入/切」 m 外の操作ができなくなり、 

お子さまのいたず S などを防ぐ 

^ .ザ-‘ 

m 焦げつさ自動消乂機能 鍋が焦ばつきはじめると自動で消乂 

j- .と一’ 

も 〜 ’ I , ,， 

油の過熱による発乂を防ぐため、自動で消乂 

.ぶ’ 


巧 天ぷ 5 油過熱防止能‘ 

が 鍋なし.検知機能 鍋を上げた 5 、弱乂になって自動で消乂 

# 一、 I Ml 、日が117亡，し J ^、/++ グリル]*内の温度び異常に高 < なると、 

^ ル^熱防止セソサー 自動で乂力を弱めたり、自動で消乂 

- 


※この説明書では、オートパワーオフ機能時間、コン□消し忘れ消火機能時間などは、工場出荷時に設定さ 
":れている時間で説明しています。 











安全なご利用のために 各部のなまえ . 3 ■ 

かんたん操作ガイド . 5 ■ 

必ずお守りください（安全上の注意） . 7 ■ 

周囲の防火措置（機器の設置）について . 16 ■ 

毎日の使いかた コン□を使う準備 . 17 ■ 

コン□の使いかた . 19 

タイマーモード . 21 

揚げをのモード . 23 ■ 

湯わかしモード . 25 ■ 

炊飯モ-ド' . 27 ■ 

グ IJ ルを使う準備 . 31 ■ 

グリルの使いかた：マニュアルグリル . 33 ■ 

オートグ U ルモード . 35 ■ 

ダツチオーブンモード . 39 

電池交換 . 43 

長くご利用いただくために お手入れ . 44 ■ 

安全機能 . 49 ■ 

QSiA (よくあるご質問） . 己] 

故障かな？と思ったら . 日日^ ■ 

次の表示び出たら . 57 

安全-便利機能の使いかた . 58 ■ 

仕様 . 59 ■ 

アフターサービス . 60 ■ 

保証書 . 62 ■ 
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各部のなまス 



◊電源について 

電源ボタンを押すことにより、機器の電源を入れ 
たり切ったりすることびでさます。 

(アルカ U 乾電池逆]形： 2本)を使用しています。） 

◊オートパワーオフ機能 

コン□やグ U ルを使用していないときは、約3分後 
に電源び自動的に切れます。 

※オートパワーオフ機能の設定時間は変更するこ 
とびでさます。（己8ページ） 





グリル受け皿。 
(クリアコート加工) 



池収納部 


左ノ くネル上面が電池ケースのふたに 
なつています。 

電池ケースふた (43 ページ） 


口 ► 

引一開 


-90 

の 


グリル燃焼ランプ (33 ぺージ） 
電池交換サイン (57 ページ） 


グリル排気□カバー 

トッププレート 

サイド カバー 


グリル焼網 
(フッ素コート加工） 

グリルとび！5 

グリルとび！5取っ手 


グリル操作部(シート） 


^ オートグリル操作部 

才ートメニューキー （3 己ぺージ） 

焼き加減キー（35ぺージ），_一 

X 力表 7 F フンプ 


1〇 姿焼〇強め 
1〇 切身〇標準 
1〇 干物〇弱め 


も卜- 


常 苗;’ 





タイマー設定部 

(33 ぺージ） 


乂力切替キー （33 ぺージ） 
点乂/消乂キー （33 ページ） 

タッチオーブンキー （41 ぺージ） 
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品名コード 


トッププレート(ガラス）前面パネル ごとく 


HR - BP 3 A-GOBS 

ブラックミラー 

ステンレス 

ホー □ — 

HR - BP 3 A-XOSS 

プラチナシルバー 

ステンレス 


※操作部のパネルやシートなどに保護シートび貼つてある場合びあります。ご使用の際には、取りタルてください。 

r — \ 


コン□調理部 


左ちコン □ 後コン □ パ—ナ—キャップのおが 



※取り付け方法については、 『お 手入れ』 （4 己〜46ぺージ)を参照してください。 

《 HR - BP 3 A-GOCS のごとくとパ’ーナーキャップカバーは、ホー□—仕様です。 
《 HR - BP 3 A-XOSS のごとくとバーナーキヤップカバーは、ステンレス仕様です。 


□ック機能 一 
ボタン/ランプ 

(18 ぺージ） 

コン□微調節 一 


ランプ/ボタン 

に日ぺージ） 

〈左コン□用〉 
乂力表示ランプ — 
点乂/消乂ボタン 

(19 ぺージ） 


ン□操作部(パネル) 





k 電源 
>切/入 


•に？_。_?_萌 


電源ランプ/ボタン 

(18 ぺージ） 

〈ちコン□用〉 

乂力表示ランプ 
点乂/消乂ボタン 

(19 ぺージ） 

〈後コン□用〉 

乂力表示ランプ 
点乂/消乂ボタン 

(19 ぺージ） 


コン□操作部(シート） 


後コン□操作部 

タイマー設定部に1 ぺージ） 炊飯キーに9 ぺージ） 


0タイマ_ 


後； 
〇 1 

〇 〇 ! 

左ち! 

1左コン □ ^ 

0200 

0180 〇自動消火1 
0160 05分保温1 

タイマ-! 
設定 ■ 

揚げ 

ちの 

湯わ 
かし 

誦..画/ 

〇 

t ンサ-輯除 1 
。謂し): 


- 後-〕 W 


1 ちコン □ 1 

10200 1 
10180 〇自動消乂 1 
〇160 05分保韶 

: 揚げ 

湯ね 1 

' ちの 

かし 1 

〇 

m-m 1 

口秒巧し); 


左ちコン□操作部 
揚げものキー に 3 ページ） 

湯わかしキーに5 ページ） 
センサー解除キーに □ぺージ） 























































































































コン□操作部[コン□を使う準備0：^回] 


0 00 10 


II 


揚げる、焼< 

庙ちコン □) 

巧國 


①点乂 


@温度を設定ずる 


コン□操作部 I [コン□を使う準備 D ：^[ X 过] 

お湯をわかず 

(左もコン □) 

巧國 


00 01 0 . 


①点乂 


お 動消义 
〇5分保温 


說 


( D 湯わかしを設定ずる 


コン□操作部 I [コン□を使う準備〇：?^[1；习] 

ごはんを巧< 

(後コン □) 


。國 (下準備 [ I ^[27 J ) 


001 


①点乂 


〇おかゆ 
♦ごはん 


® 炊飯を設定ずる 


グリ J レ操作部[グ Uj レを使う準備 UJ ^\ 3i ] : 


オートグリルで 


魚を'規< 

巧鹽 


〇姿焼 
•切身 
〇干物 


才ート 
メニュ - 


〇強め 
•標華 
〇弱め 


焼さ 
如減 


①魚に合わせ 
メ ニユー 設定 


@焼き加減を設定する 


◊自動消乂した場合は、必ず点乂/消乂ボタンを戻してください。 


かんたん操作ガイド 


電源を入れる 

-『ピッ』と音びするまで押す。 
(約 日.3 秒） 


い綱） 

^ 〇1/| 


〈操作部（コン□-グリル)の開けかたは、3ページを参照してください。 


コン□操作部 I [コン□を使う準備0：?^ 271] 


0 00 10 . 


II 


000 参 〇 


煮る、妙める 

(全コン □) (左ちコン □) 

巧圆 



乂力を 
強< 


①点乂 


@乂力調節ずる 


〇 〇 〇 
0 . 8.6 
211 

〇 • 〇 
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•0 00 00,1 

な 6 

@調理が終了した5、 
点火/消乂ボタンを戻ず 


0 00 00 


•• 



hhAA づ 


『ピピピッ』と鳴った!5 ③調理が終了した5、 

調理開始 点乂/消乂ボタンを戻す 


な 媒满 

『ピ ー 』と鳴り 
自動消乂 


な 

[己分保温時] 
『ピピピッ』で 
お知らせ 
乂力「弱」 

巳分後自動消乂 


•0 00 00 ,, 



@点乂/消乂 
ボタンを戻ず 


な 



な 


『ピピピッ』•••自動消义 
『ピー』•••む5し終了 



@点乂/消乂 
ボタンを戻ず 


点义の際は ••• 




ごとく中央に鍋を置く 
鍋をごと<に置かないと 
使用できません。 



溫度センサーの上面と鍋底やフラ 
イパンの底などが密着していない 
ときは使用しない 

鍋底に密着しないとさや巧れび付 
着しているとさは、温度センサー 
び正しくはたらさません。 

-調理油の量に関係な<調理油び 
発火し、 乂災の原因になりまず。 

-焦げつさ自動消火機能び正しく 
はたらかない場合びあります。 

0 

I ;曲评 

賺凹。織れ 

異物などび付着 

哩墨- 

\_ y 


な 




0タイマ_ 


@点乂ずる 


残り時間を表示 
(例： 9分） 


『ピー』と鳴り 
自動消乂 































/ ぶずお守りください(安全上の注意）① 


安全に正しく使用していただくために必ずお読みください 


使用される方や他のちへの危害-財産への損害を未然に防止するために、つぎのような区分- 
表 TJX をしています。 

いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りいたださ、内容を理解して正しく使用 
してください。 


■を害-損害の程度による内容の区分 


| A 危険1 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t または重傷を負う危険または、 
乂災び切迫して生じることび想定される内容です。 

A 警告 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t または重傷を負う可能 1' 生または、 
乂災び想定される内容です。 

| A 注意1 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び傷害を負う可能性および物的損害 
のみび発生する可能性び想定される内容です。 

お願い 

安全に快適に使用していただくために、理解していたださたい内容です。 


■注意-禁止内容の給表示 


A 必ず守る 

換気する 

発火ミ主意 

禁止 

火気禁止 

® 分解禁止 

® 接触禁止 



を険 



れの際には 


ガス漏れに気づいたときは、下記の手順に従う 


〇 

必ず守る 


① すぐに使用をやめ、ガス栓を閉じる。 

② 窓や戸を開け、ガスを外に出す。 

③ お買い上げの販売店または、わよりの東京 
ガス(別紙事業所一覧)に連絡する。 



ガス漏れ時は、絶巧に 

-乂をつけない 

-電気器具(換気扇など)のスイッチの入-切をしない 
-電源プラグの抜き差しをしない 
-周辺で電話を使用しない 
火や火花で引火し、 乂災の原因になります。 
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使用ずるガスについて 


〇 銘板に表示しているガス(ガスグループ)で使用ずる 

転居されたときも供給ガスの種類が、銘板の表示と一致していることを確認ずる 
表示(外のガスで使用すると、 不完全燃焼による一酸化炭素中養や爆発着乂によるやけど、機器び故障 
する原因になりまず。 供給ガスびわからない場合はお買い上げの販売店または、わよりの東京ガス(別紙 
事業所一覧)にお問い合わせください。（電池ケース而たの開けかたは、43ページを参照してください。） 



A 警告 


义災予防のために 


設置の際には 


〇 機器の設置（取り付け、取り外し） • 
移転および付帯工事は、お買い上げ 
の販売店または、もよりの東京ガス 
に依頼ずる 

ガス配管接続には専門の資格-技術び必要です。 


〇 機器周囲の改装(吊り戸棚を付けるな 
ど）については、お買い上げの販売店 
に相談ずる 

ご自分で改装されると、設置基準上問題にな 

る場合びあり、 乂災の原因になります。 


〇 機器を設置ずるとさは、可燃性の部 
分か5十分離して設置ずる 

当該地区の市•町-村の条例で定められてい 
ます。必ず守ってください。 

距離を確保でさない場合は、別売の 
防熱板を取り付ける 

防熱板を取り付けなかった場合、 乂災の原因 

になりまず。 

-離隔距離については] 6ページを参照して 
<ださい。 

防熱板の購入は、お貫し化げの販売店または、 
わよりの東京ガス(別紙事業所一覧）にお問 
い合わせください。 


機器をご使用の際には 


〇 

必ず守る 


使用中に異常燃焼、異常音、臭気などを感じたときや地震、乂災などの緊急の場合は、 


下記の手順に従う 

① 消火する。（点火/消火ボタンを「消火の状態」にする。） 

(グ U ルを使用している場合は、点火/消乂キーを押す。） 

② ガス栓を閉じる。 

③ お買い上げの販売店または、わよりの東京ガス(別紙事業所 
一覧)に連絡する 0 


① 


‘0000 





聊扁淵 


乂災や一酸化炭素中養のおそれがあります。 

Q & A (よくあるご質問）.故障かな？と思ったら （5] 〜己6ぺ 
ージ)に従い、嫂置する。 

それでも直らない場合は使用を中止し、お買い上げの販売店 
または、わよりの東京ガス(別紙事業所一覧)に連絡する。 

再使用するとさは、 ] 9ページからの『コン□の使いかた』 
の手順に従って操作する。 



〇 使用後は消乂を確認ずる 

乂災や思わめ事故の原因になります。 

※就寝や外出時はガス栓わ閉じてください。 















































if 、ずお守りください(き全上の注意）感 


A 警告 


义災予防のために 


機器をご使用の際には 


0 乂をつけたまま離れない、就寝や外 
出をしない 

- ^ 料理中のわのび焦げたり燃えたりするなど、 
乂災の原因になりまず。 

※とくに天ぷらや揚げわの調理、グ U ルを使 
用しているとさは注意してください。 

電話や来客の場合は、一旦乂を消してください。 


0 トッププレートに衝撃や荷重を加え 
ない、上にの!5ない 

^ トッププレートのガラス破損につなびり、 臭 
常過熱や乂災の原因になりまず。 

※破損したとさは、けがの原因にもなります 
ので、程度の大小に関係なく、すぐに修理 
を依頼してください。 


0 引乂のおそれのあるちの（スプレー、 
ガソリン、ベンジンなど）は機器の近 
" ^ くで使用しない 

乂災の原因になります。 


燃えやすいものを機器の近くに置か 
ない 

機器の上や周囲に燃えやすいわの（ペットボ 
トル、調理油など）、引火のおそれのあるわ 
の（スプレー吿、カセットコン□用ボンベなど） 
を置かないでください。 

乂災の原因 や、熱でスプレー吿の圧力び上びり、 
スプレー吿が爆発ずる原因になります。 






コン□部をご使用の際には 


A センサー解除モードを使用ずるときは、 

揚げものなどの調理はしない 

センサー解除モードでは、天ぷら油過熱防止 
機能の消火温度び高くなっていますので、調 
潭由び過熱され発火し、 乂災の原因になります。 

(センサー解除モードについては、2日ぺ一 
ジを参照してください。） 



耐熱ガラス容器や±鍋など、熱が伝 
わりにくい容器で油料理しない 

天ぷら油過熱防止機能び正しくはたらかず、 
調理油び発火し、 乂災の原因になります。 



鍋などがトッププレー 
卜か!5はみ出した状態 
では使用しない 
乂災ゃ機器焼損の原因になり 
よ 9 〇 



0 

禁止 


温度センサーの上面と鍋底やフライパンの底などが密着 
していないときは使用しない 

鍋底に密着しないとさや巧れび付着しているとさは、温度センサー 
び正しくはたらさません。 

. 調理油の量に関係なく調理油び発火し、 乂災の原因になります。 

-焦げつさ自動消火機能び正しくはたらかない場合びあります。 


£課可 

顯凹。觀 g 。 

_ 異物などび付着 

巧；®す- 



アルミはく製しる受け、省エネごとくなど 
指定 m 外の補助具は使わない 
一酸化炭素中養のおそれや機器の異常過熱により塗 
装の変色-はく離-機器焼損-変おの原因になりまず。 





































IA 警告 I 


义災予防のために 



コン□をおお5よ 
うな大きな鉄板や 
鍋は使わない 
一酸化炭素中毒のお 
それがあります。 


コン□部をご使用の際には 

焼網は使用しない 


0 

禁止 


トッププレートに落ちた油など 
び発火したり、 機器の異常過熱 
により塗装の変色•はく離•機 
器焼損-変形の原因になりまず。 




揚げらの調理の際には 


〇 揚げものは食材全体が十分につかるまで調理油(必ず200 mL 
m 上)を入れて行う 

調理油の量び少なかったり、減ってきたりすると、 発义するおそれがあります。 
とくにフライノ（ンなどの底び広い鍋で揚げわのをする際は、食材全体び 
調理油に十分につかっていないと、 発乂するおそれがあります。 



調理油 
/ 

— 

食材- 


ノ 

食材全体びつかるまで 



冷凍食材を鍋の底面中央に密着させた状態で揚げものをしない 

鍋の底面中央(温度センサーの接触位置）に冷凍食材び密着した状態で揚 
げわの調理をすると、温度センサーび鍋底の温度を正しく検知しないた 
め、 発乂ずるおそれがありまず。 食材は中央部を避けて置いてください。 



冷凍食材 


〇 


冷凍食材を鍋の底面中央(温度セン 
ヴーの接触位置)に密着させない 



複数回使った調理油で揚げものをしない 

何回も使用して茶褐色に変色した調理油、にごった調理油、揚げカスなどび沈んだまま残っている調理 
油は使用しないでください。 発乂が起こりやすくなる場含びあります。 



揚げずぎない 

豆腐などの水分の多いものや、衣つさのコ□ッケなどの破裂しやすいものは、とくに注意してください。 
揚げすざると油び飛び散り、 発乂や、やけどのおそれがありまず。 


グリル部をご使用の際には 


〇 グリル使用前はグリル庫内を点、検ずる 

グ U ル庫内に食品くず、油くず、布などびあ 
必ず守るると、使用中に発火し、 乂災や機器損傷の原 

因になります。 


〇 グリ J レ使用後および連続使用するとさは、 
グリル受け皿にたまつた脂を取り除く 

たまった脂び発火し、 乂災や機器損傷の原因 

になります。 


0 グリル排気□の上にふさんやタオルな 
どをのせない 

^ 乂災や不完全燃焼の原因になります。 



グリル受け皿にグリ 
ル石やグリルシート 
などを入れない 

たまった脂び発火し、 

乂災や機器損傷の原因 
になります。 



発义ミち意 


脂が多く出る料理に 
は、グリル焼網の上 
や下にアルミはくを 
敷かない 

アルミはくの上にたまった 
脂び発火し、 乂災や機器損 
傷の原因になります。 



点検の際には 


^ 絶巧に改造-分解は行わない 

^ 改造•分解をすると一酸化炭素中毒などによる死 t 事故のおそれがあります。また、乂災の原因になり 

分解禁止 ます0 
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if 、ずお守りください(き全上の注意）感 


IA 警告 I 


ガス事故防止のために 


機器をご使用の際には 


換気する 


使用中は換気をずる 

使用中は窓を開けたり換気扇を回すなど、換気を行ってください。 
換気を行わずに、他の燃焼機器と同時に使用した場合など、 不完全 

燃焼による一酸化炭素中毒の原因になります。 

《自然排気式給湯器やふろびまを使用している場合は、換気扇を回さず、 
窓を開けて換気をしてください。換気扇を回すと排気ガスび逆流して 

一酸化炭素中毒の原因になります。 



0 調理 m 外の用途には使用しない 

練炭の乂起こしや衣類（而さんなど）の乾燥などに使用しないで < だ 

-^ さい。 過熱-異常燃焼による機器焼損 や衣類などび落下して 乂災の 
原因になります。 


A 汪意 


乂災予防のために 



機器をご使用の際には 


〇 

必ず守る 


使用ずるバーナーの点乂/消乂ボタ 
ンを確認して操作ずる 

間違って操作すると、別のパーナーび点^して、 

乂災や思わめ事故の原因になります。 


〇 

必ず守る 


点乂したときはバーナーが着乂した 
ことを確認ずる 

着火していないと、 乂災や一酸化炭素中毒、 
思わめ事故の原因になります。 


グリル部をご使用の際には 


〇 魚などの焼をずぎにを意ずる 

魚などび燃え、グ U ル排気□から炎び出るこ 

必ず守るとびあり、 乂災の原因になります。 


A 

発义を意 


鶏肉やサンマなどの脂のをい食材を 
焼くと、飛び散った脂に引乂して瞬 
間的にグリル排気□か！5炎が出る場 
合があるのでま意ずる 
やけどや乂災などの原因になります。 


〇 グリル使用中、調理物が発乂した場含は、下記の手順に従う 

①点火/消火キーを押し、機器のノくーナーを消火する。 

必ず守る ②炎び消えるまでグ U ルとびらを開けない。 

⑤消火後、お買い上げの販売店または、わよりの東京ガス(別紙事業所一覧)に連絡する。 

手順に従わなかった場台は、乂災の原因になります。 


A ま意 


ガス事故防止のために 


設置の際には 

〇 冷暖房装置の吹き出し□の近くや、強い風が吹き込む場所には設置していないことを確認する 

乂が途中で消えたり不完全燃焼の原因になります。 


お手入れの際には 

A バーナー丰ヤップを水洗いしたあとは、よく水気を切る 

Si 水分び残ったまま取り付けると、 点乂不良ゃ不完全燃焼の原因になりまず。 
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A 注意 


やけどやけびの予防のために 


機器をご使用の際には 


〇 点乂操作をしても点乂しない場合は、 
点乂/消乂ボタンを r 消乂の状態 J にし、 
周囲のガスがなくなってか!5再度点 
乂ずる 

すぐに点火すると、周囲のガスに引火して衣 
服び燃えるなど、 やけどの原因になります。 


® 使用中や使用直後は操作部仪外は触 
5ない 

機器本体とその周辺および調理用具び熱くな 

つており、 やけどの原因になりまず。 

※とくにルさなおテさまびいる家庭では注意 
してください。 


〇 コン □使用中は、 コン □の奥へ手を伸ばしたり、身体の一部や巧服がバーナーに触れ 
ないように注意ずる 

やけどや巧服に炎が移ったりするおそれがあります。 


0 点乂操作時や使用中はパ'—ナー付近に顔や手などを近づけない 
グリルを点乂ずるときは、必ずグリルとび!5を閉める 

^ 炎や熱で顔や手など、 やけどの原因になりまず。 

※とくにコン□調理中は、温度センサーび作動し、自動的に"弱火’’〇"強火’’と炎の大きさび変化する場 
合びあるため、やけどをするおそれびあります。 



コン□部をご使用の際には 

〇 やかんや鍋などの大ささに合わせて乂力を調節ずる 

火力び強いとはみ出した炎によりやかんや鍋の取っ手などび過熱され、 やけどや取っ手の焼損の原因に 
^ずす 3 なりまず。 


0 片手鍋や底がへこんだ鍋や丸い鍋、底がずベりやずい鍋、径のルさい鍋などは、不安 
定な状態で使用しない 

^ •片手鍋やフライパンなど、重/こ\び片寄った鍋は不安定な状態にならないよラ、取っ手をごとくのツメ 
方向に合わせる、取っ手を持って使用する、取っ手などを機器の前面からはみ出さないよう横に向け 
て置くなど、安定した状態で使用してください。 

-中華鍋などの底の丸い鍋は、取っ手を持ちなびら使用してください。 

不安定な状態で使用すると、鍋び傾いて調理物び体にかかるなどして やけどの原因になります。 


〇 みそ汁やカレー、ミートソースなど、とろみのある料理を煮たり温めたりずるときは、 
乂力を弱めにして、よくかを混ぜる 

強火で急に温めると、鍋底に沈んだみそやルーなどび突沸現象により突然噴さ上びり、鍋びはねあびつ 
て やけどをする原因になりまず。 （とくにだし入り豆みそ(赤みそなど)のときはま意してください。） 


突沸現象1 しついて 

突沸現象とは、突然に而っとうする現象です。水、牛乳、豆乳、酒、みそ汁、コーヒーなどの液体を温めると 
さに、ささいなさっかけ(容器をゆする、塩、砂糖などを入れる）で生じます。直乂でこれらを温めるとさにも 
起さることびあります。 

この現象び調理中に起さると、鍋びはねあびったり、高温の液体び飛び散るため、やけどやけびをするおそれ 
びあります。これらの予防法として次の点にご注意ください。 

-カレー、ミートソースなどのとろみのある料理やみそ汁などの汁ものの温めは弱火でかさ混ぜなびら加熱する。 
(強火で急に加熱しない。） 

•熱々の汁わのに、塩、砂糖などの調味料を入れる場合は、少し冷ましてから行ラ。 

-鍋の大ささにあった火力で加熱する。 
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/ ぶずお守りください(安全上の注意）® 


么迂意 


やけどやけびの予防のために 


グリル部をご使用の際には 


A 使用直後の魚の出し入れは、グリル 
If とび5やグリル受け皿、グリル焼網 
を機器か！5取り外さずに巧う 

グ U ルとびらガラスやグ U ル焼網などび熱く 

なっており、 やけどの原因になります。 

^ グリルとび！5およびグリルとび！5取 
っ手に重いものをのせたり強い力を 
" ^加えない 

グ U ルとびらび外れ、 けがや機器損傷の原因 

になりまず。 

A グリル受け皿を持ち運びずるときは、 
If 冷えてか！5持ち運ぶ 

使用中や使用直後は、グ IJ ル受け皿やグ IJ ル受 
け皿にたまった脂び高温になっており、 やけど 
の原因になります。 また、グ U ル受け皿にたま 
った脂などびこぼれないように注意してください。 

^ グリルとび！5ガラスに衝撃を加えた 
じソり （グリルとび！5の落下も含む）丰 
" ^ ズをつけたりしない 

また、使用中や使用直後に水をかけない 

グ U ルとびらガラスび割れて、 やけどやけが 

の原因になりまず。 

グリル受け皿に水を入れて使用しない 

この機器はグ U ル受け皿に水を入れる必要び 
禁止ないタイプです。水を入れないでください。 

グ U ル機能び正しくはたらかなかったり、 調 

理物び燃えるなどの原因になります。 また、 
お湯びこぼれて やけどの原因にらなります。 

^ グリル使用中や使用直後は、グリル 
じ^ とび！5取っ手 m 外は触！5ない 
" ^ グリル受け皿を持つときは、めれぶ 
きんなどで持たない 
やけどの原因になりまず。 


® グリルを使用ずるとさは、グリル排気□に手や顔などを近づけない 
鍋の取っ手などがグリル排気□にかか！5ないようにずる 
高温の排気び出て、 やけどや鍋の取っ手などの焼損の原因になりまず。 


お手入れの際には 



トッププレートは取り外さない 

トッププレートを取り外すと、 裏面でけがを 

する原因になります。 

また、ガラス裏面に洗剤や薬剤び付着すると、 

変色したりキズの原因になります。 


〇 お手入れをずるときは、機器が十分 
冷えてか！5、手袋をして行う 

手袋をしないでお手入れすると、 やけどや機 

器の突起物などでけがをずる原因になります。 


〇 

必ず守る 


ごとくとパ'-ナーリングカバーは、正しく取り付ける 
(46 ぺージ） 

誤った取り付けかた（浮さ、裏返しなど）で使用すると、 鍋の輯倒 

によるやけど-点乂不良-不完全燃焼-変おの原因になりまず。 

また、取り付けの際に衝撃を加えると、トッププレートに キズが 

つ < おそれがあります。 



A 汪意 


機器損傷の予防のために 



機器をご使用の際には 


トッププレートに直接高温の鍋など 
をのせない 

トッププレートの 変色や損傷の原因になります。 


0 

禁止 


ごとくを外して直接コン□に鍋を置 
いて使用しない 

不完全燃焼や機器焼損の原因になります。 
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機器損傷の予防のために 




機器をご使用の際には 

グリルとび！5、グリルとび！5取っ手、コン□操作部、グリル操作部、電池ケースふた 
などに、重いものをのせたり強い力を加えない 
機器損傷の原因になります。 


0 グリルとび!5を開けたままグリルを使用しない 

グ U ルとびらに魚などをはさみこむなど、グ U ルとびらび開いた状態では使用しないでください。 

-^ 機器上部が変色したり、ワークトップを焦がず原因になります。 


〇 エアコン、扇風機の風などがコン□の炎にあた！5ないように配慮して使用ずる 

温度センサーにより鍋底の温度を検知して火力を制御するため、風びあたると 温度センサーが正しくは 
'ぶず守る た5かない場合があり、乂が途中で消えたり機器損傷の原因になります。 


お手入れの際には 


〇 

必ず守る 


ノてーナー丰ヤツプは正しく取り付ける (45 ページ） 

誤った取り付けかた(浮さ、裏返しなど)で使用すると、 

•点火しない場合びあります。点火した場合でわ、炎の而ぞろいや逆火で 

不完全燃焼-一酸化炭素中毒のおそれや変形の原因になります。 

-機器の中に炎びもぐりこんで、 焼損ずる原因になりまず。 

-誤セツトのまま使用すると、 機器寿命び短くなるおそれがあります。 


バーナーキャップ 


爪部 

位置を 

合わせる 

点乂プラグ 



么汪意 


お子さまに巧ずる注意 


0 ルさなお子さまだけで使用させない 

思わめ事故の原因になりまず。 

-^ おテさまび触れても点火しないよう、□ックを設定することびでさます。 （18 ページ) 


^注意 


正常な動作のために 


〇 

必ず守る 


温度センサーが上下にスムーズに動くことを確認ずる 
温度センサーのお手入れはこまめに巧う （45 ページ） 

鍋底に温度センサーび密着しなくなり、 調理油が発乂する場合びあります。 
また、動きび悪いと鍋などび傾き、お湯などびこぼれ、 やけどの原因にもなります。 
密着しない場合、点検•修理を依頼してください。 


温度センサー 



上下に スムーズ 
に動くことを確認 


0 温度センサーに強いシヨックを加えたり、 
丰ズをつけない 

^ 鍋底に温度センサーび密着しなくなり、 調理油が 

発乂ずる場合があります。 



A 汪意 


ダツチオーブンについて(別売品） 


0 ダツチオーブン使用直後に水をかけてI A オーブン調理後、ダツチオーブンを食 
急に冷やさない ，f 卓にのせる際は、必ず鍋敷きを敷く 

" ^ ダツチオーブンの熱で水び蒸発して飛び散り、 ダツチオーブンの熱で 食卓が焦げる原因にな 

やけどの原因になります。 I ります。 


〇 タッチオーブンを持ち運びずる際は、鍋つかみを使用ずる 

使用中、使用直後は、ダッチオーブンび高温になっているため、 やけどの原因になりまず。 

必ず守る 

















/ ぶずお守りください(安全上の注意）感 


お願い 


機器について 機器のご使用について 


■この製品は家庭用です。業務用のような使いかたを 
すると、機器の寿命が著しく短くなります。この場 
合の修理は保証期間内でも有料となります。 

■長期間使用しない場合は ••• 

-ガス栓を閉じてください。 

•各部の巧れを取り除さ、ほこりや異物び入らない 
よラにビニー J レなどをかけてください。 

再使用時は、完全に取り外してください。 

-乾電池を電池ケースより抜いて<ださい。 

乾電池の液漏れにより、 機器をいためる原因になります。 

■機器を廃棄する場合は ••• 

•機器を取り替えた場合、旧機器は専門の業者に処 
理を依頼してください。もしお客さまで旧機器の 
処理をする場合、乾電池を使用している機器は、 
乾電池を取り外してから正規の処理を行って < だ 
さい。 

お手入れについて 

■機器や機器周辺（システムキッチンの天板など）に水 
をかけたり、水を流しての掃除はしないでください。 
また、めれぶきんやスポンジたわしを使用する場台 
もよくしぼり、水分を切ってか5使用してください。 

機器内部に水び浸入し、 故障の原因になりまず。 

グリルのご使用について 

■連続で使用ずる場台は一旦乂を消し、再度点乂して 
<ださい。 

グ U ル庫内び高温になっていると、グ U ル過熱防止 
センサー (5 日ぺージ)びはたらいて、 焼き上がる前に 

消乂する場含がありまず。 

■魚などの焼き加減を見るときなど、グリル受け皿を 
約1分上引き出したままにする場合は、一旦乂を消 
して < ださい。 

グ U j レ過熱防止センヴー (5 日ぺージ)びはたらいて、 

消乂する場合がありまず。 

■冷蔵庫か5出した冷たいままの魚などは、常溫でし 
ば! 5 くおいてか 5 焼いてください。 

また、冷凍された魚などは、しっかりと解凍してか 
5焼いてください。 

中ノこ\部まで十分に火び通らず、焼さ上びりびよくな 
い場合や、生焼け状態になる場合びあります。 


■使用中もときどき、正常に燃焼していることを確認 
して < ださい。 

■トッププレート上で、鍋などをすべ!5せたりしない 
で < ださい。 

トッププレートや鍋が損傷する原因になります。 
■機器の下にオーブンを設置して使用している場含、 
オーブンのとび5を半開きのままで使用しないでく 
ださい。 

やけどや過熱による変形などの原因になりまず。 
■トッププレート上で、 IH ジャー炊飯器、卓上型 IH ク 
ッキングヒーターなど電磁誘導加熱の調理機器を使 
ねないで < ださい。 

磁力線により、 機器が故障ずる原因になります。 

コン□のご使用について 

■鍋の重さは温度センサーの密着を確実にするため 
300 glU 上(調理物の重さを含む)にしてください。 

とくに片手鍋などは、不安定になりやすいので注意 
してください。 

■弱乂のときは炎が見えにくい場合がありまず。 

消し忘れに注意してください。 

■調理中に鍋をのせかえるときは、一旦乂を消してか 
5のせかえて < ださい。 

火を消さずに作業をすると、 やけどの原因になりまず。 
鍋なし検知機能を搭載しているので、鍋を外すと弱 
火になり、約]分間鍋を戻されないと自動消火します。 

■コン□を弱乂で使用している場合は、機器下のキャ 
ビネットとび5や、グリルとび5をゆっくり開閉し 
て < ださい。 

キャビネットとびらや、グ U ルとびらの開閉により 
発生した風で、 コン□の乂が消える場含があります。 

■強乂で長時間使用すると、まれに鍋とごとくがくっ 
つくことがあります。 （ HR - BR 3 A - GOBS の場合） 

鍋を動かすとさは注意して<ださい。 

■煮こぼれしたときは、その都度お手入れを行ってく 
ださい。 

機器の内部に煮汁び浸入すると、 故障の原因になり 
ます。 また、バーナーに煮こぼれびかかったまま放 
置すると、炎□びつまり機器内部で燃えることにより、 

機器焼損の原因になります。 
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レンジフード 


ク u スフィルター 


rr 


> 


の） 


金属外の 
不燃材料 

(3mml；(±) 


ロン □) 


ロン □) 


I I 


キャビネット 
またはオーブン 




王 


正面 側面 

） 内は、周囲の壁び不燃材料で有効に仕上げた部分もしくは、 
防熱板を取り付けたとさの寸法です。 

《]レンジフードファン1^(外の場合は8日〇の1^(上。 

《2不燃材料びない場合は SOcmii (上。 

A 寸法 

60 cm 幅タイプ： ] 己 craLU 上 
75 cm 幅タイプ： 7.己 cmiU 上 


60 cm 幅タイプ 


側面 


75 cm 幅タイプ 


ガス機器防火性能評定品 


可燃物からの離隔距離 ( cm ) 


r 側ち I ; 

hij 已政上 r 


1己!^ソ上 [ 51；(上 


上ちびレンジフードフアンおよび不燃材の場合 
グ U スフィルター 



財団法人曰本ガス機器検畜協尝 

防火性能評定シール 



(トッププレートに貼付） 


◎離隔距離がとれない場台や、仕上げの構造がわか5ない場合は、必ず防熱板による防乂措置を行ってください 


〇 

必ず守る 


防熱板(別売品）は、必ず指定のらのを使用ずる 

防熱板に同こんされている「取付説明書」に従って 
正しく取り付ける。 

防熱板を取り付けないと、 乂災の原因になります。 


-防熱板は 60 cm 幅タイプは4種類、7己 cm 
幅タイプは己種類用意しています。 

-用途に適した防熱板を選んでいたださ、 
正しく取り付けてください。 

※取り付けち法は別売の防熱板に同こんさ 
れている「取付説明書」をご覧ください。 


防熱ホ反のおおめは、お買い上げの販売店または、もよりの東京ガス(別紙事業所一覧)にお問い合わせください。 



コード番号 

高さ ( mm ) 

幅 ( mm ) 

備考 

① 

DP 0128 

已90 

已3已 

共用 

② 

LP 0130 

已90 

600 

目 0 cm 幅タイプ用 

LP 0131 

750 

7己 cm 幅タイプ用 

③ 

DP 0129 

已已〇 

900 

共用 

④ 

LP 0117 

己已〇 

150 

7己 cm 幅タイプ用 

⑤ 

DP 0101 

90 

己00 

目 0 cm 幅タイプ用 

DP 0104 

750 

7己 cm 幅タイプ用 


※機器の周囲の可燃物(可燃材料、難燃材料または、準不燃材による仕上げをした建物の部分ち含む)とは、下 
表に基づさ下図の離隔距離を確保してください。 


◎機器を設置する周囲の壁などび、防乂上安全な 
場所かまたは、防火上有効な間隔を確保するこ 
とびでさる場所に設置してください。 


の ）I 


の） 



器の周囲び可燃物の場合 


レンジフードおよび不燃材の場合 


〇 周囲の障害物、可燃物との離隔距離が確保さ 
れていることを確認ずる 

必ず守る離隔距離び少ないと、 乂災の原因になりまず。 


周囲の防乂措置(機器の設置）について 

■機器の設置-移輯および付帯工事は、お買い上げの販売店または、もよりの東京ガスに依頼(別紙事業所一覧) 
しち全な位置に正しく設置してください。 


整化 
言口 


防义上の離隔距謎 


™ 巨009 


1— 



浸 


i 


可燃物 














































































































































コン□を使う準備 


Q 鍋の選びかた ） 


鍋などの種類 

煮もの 
な ど 

ホみめちの 

温調機能 

揚げものなど 

揚げもの 

湯わかし 

炊飯 

■^國 ■■日 3 國 ■■防 國 ■ 


(油の量: 200m じ化) 

f 油の量：已〇 OmL 飞 

1 〜 1000 mU 

がの 量： BOOrnC T 

1 〜 2000 mU 

ドも冒 ifeB 巧邏 

アル S 製の絹-文化絹 

〇 

〇 

〇 

〇※ 2 

〇 

深めのもの 

ホー . 打ち出し. . _、 

ステンレス(厚手)の鍋 

〇 

〇 

〇 

〇※ 2 

〇※ 4 

深めのちの 

ステンレス 

(淳手.鍋底厚み 2mm 未満)の鍋 

〇※ 3 

X 

X 

〇※ 2 

〇※ 3 
深めのちの 

無水鍋-多層鍋 
(ステンレス厚手鍋） 

〇※ 1 

〇 

X 

〇※ 2 

X 

鉄製の鍋 • — 、 __ 

就。な 皆 

〇 

〇 

〇※ 6 

X 

X 

圧;銷. 

耐熱ガラス容器 VJ/ — J 

〇※ 1 

X 

X 

X 

X 

やかん 

— 

— 

— 

〇※ 2 

— 


〇 :適しています 。X :適していません。（温度を正しく検知しない場合びあります。） 

:途中消火したり、焦げつく場合びあります。 

左ちコン□は、センサー解除 f ー ド (2 日ページ）にすると途中消火せず使用でさます。 

(焦げつさ自動消火機能びはたらかないため、焦げつさびさつくなりますので注意してください。） 
《2 :必ず而たをしてください。 

《3 :焦げつさびさつ<なります。 

《4:ホー□一鍋の場合、焦げつく場合びあります。 

※己：揚げちのの場合の油の量を示します。 

《6 :中華鍋は底の平らな中華鍋を使用してください。 


お願い 


中華鍋を使うとさは、 

-鍋底と温度センサーび密着していることを確かめてから使用してください。 
•中華鍋の種類によっては、鍋び安定せず、温度センサーび正しくはたらさません。 
-必ず取っ手を持って調理してください。 
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ガス栓を全開にずる 


@ ごとく中央に鍋やフライパン 
などを置く 

-鍋などをごとくに置いていないと点火しません。 

-点火前に温度センサーび鍋底に密着していること 
を確認してください。 



© 電源ボタンを押ず 

-『ピッ』と音びするまで押す。 
(約日. 3 秒） 


如口^^ \ 

P- み l/f \ ピッ / 


ン□微調節/□ック機能ボタン） 

※コン□微調節については、2日ぺージを参照してください。 


微調節° ^ C 長押し 



□ック 機能） 小さなお子さまのいたず5や誤作動を防止するために、操作を□ックすることができます。 


◊電源び入っている状態で使用して 
いないときに、□ック機能ボタンを 
3秒 liLb 押すことで□ックの設定/ 
解除びでさます。 


◎□ック 




3秒似上}甲ず 


◎解除 




3秒 m 上巧す 


※□ック状態で電源を切つてち（オートノ くワーオフしてち）、□ックは解除されません。 
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コン□の使いかた 



ごとく中央に鍋などを置く 



し 0® 包 


コン□操作部(シート) 


0タイ7— 後 

m/m 。 

■をろ 

左コン □ 
0200 

0180 〇自 D 消义 
0160 05 分保湿 

後〕ン □ 

〇おかゆ 
〇ごはん 

ちコン □ 
0200 

0180 〇自動消乂 
0160 05 分保温 

1タイ 7- 

~ f 設定 

揚げ 

ちの 

湯ね 

かし 

炊飯 

揚げ 

ちの 

湯ね 

かし 


〇 

t ンサ-瞧 
り秒巧し) 


〇 

州-解協 

mm 


センサー解除キー 
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〇 みそ汁やカレー、ミートソースなど、とろみのある料理を煮たり温めた 
りするときは、乂力を弱めにして、よくかき混ぜる 

強乂で急に温めると、鍋底に沈んだみそやルーなどび突沸現象により、 
突然噴さ上びり、鍋びはねあびって やけどをする原因になります。 （とく 
にだし入り豆みそ(ホみそなど)のとさは注意してください。） 

※突沸現象については、12ページを参照してください。 


◊炒めもの(野菜炒めなど)、焼きもの（目玉焼き、八ンバーグなど） 

をずる場合は、1分程度予熱ずる。 

•予熱時間び長すざたり短すざたりすると、安全機能びはたらさ、弱火 
になつたり消火する場合びあります。 

◊きんぴ5ごぼう•インスタント焼きそばなどは、左ちコン□のセンサー解除モードで調理ずる。 

-水分び蒸発しても力臟を続ける料理の場合、焦げつき自動消火機能びはたらき、消火することびあります。 

◊揚げものは左ちコン □ の揚げものモードで調理ずる。 

•揚げちのモードを使わずに多めの油を過熱すると、機器び煮ちの調理と判断し、低い温度で 
自動消火することびあります。 













































































0 A 、 1, 



点乂の状態 


@ 义力調節 



@消义 


•00 0 , 0 ,, ，〇〇〇〇〇,, 


消乂の状態 


点乂時の乂力表示 



左ち〕ン〇 後〕ン〇 


点乂後約3日分毎にブヴー音 
『ピピピッ』で使用中である 
ことをお知らせします。 


] 2日分間連続使用すると、消し忘れ消 
乂機能びはたらさ自動消乂します。 

コン□消し忘れ消乂機能の設定時間を変 
要することびできます。（己8ページ） 

自動消乂した場合は、必ず点乂/消乂ボ 
タンを「消乂の状態」に戻してください。 


点乂後、乂力を微調節したいとをは 


◊点火後(コン □ 点火/消火ボタンの上にある） 
コン□微調節ボタンを押し、火力調節すると、 
火力をさらにこまかく調節することびでさます。 
※すべてのコン □ び乂力微調節状態になります。 

◊コン□微調節ボタンを再度押すか、すべての 
バーナーを消火すると、火力微調節状態は解 
除されます。 


(例）溫 



中間乂力状態のとさは、2ヶ所 
のランプび点灯します。 


コン □ 

通常 

微調節 

左•ち 

己段階 

37段階 

後 

3段階 

19段階 


直义料理(あぶりらの)、いりらの料理、妙めらのをしたいときは (左ちコン□のみ） 


◊直乂料理(あぶりもの)や、いりもの料理、炒めものをしたいときは、センサー解除モードにしてください。 

センサー解除モードとは 

ずべての安全機能が解除されるねけではありません。 


温度センサーや鍋などの異常過熱を防止するために温度センサーの温度び上びりすざると、自動的に 
火力を調節したり、ガスを止め消火したりすることびありますび、機器の故障ではありません。 


安全機能(焦げつさ自動消火機能-天ぷら油過熱防止機能-鍋なし検知機能： 49〜5□ページ)を 
一時的に作動させない(解除する） f ー ドです。 

直火料理(あぶりわの)や、いりわの料理、炒めわの(鍋をひんぱんに上げる料理)をする場合などに、 
センサー解除 f ー ドをお使いください。 


‘点火後、 I 説};^を3秒上押してください。（左ちコン□のみ) 
(点火前にわ設定でさます。） 



' Uf ピピック 


※消火するか、 


む卜解！ 
り秒巧し) 


を再度押すと、センサー解除 f ー ドは取り消されます。 


※センサー解除 f ー ドに設定して、点火操作をしない場合、約3分経過すると自動的に 
センサー解除び取り消されます。取り消される前に点火操作を行ってください。 


最長目〇分間連続使用すると、安全機能により自動消乂します。 

※コン□消し忘れ消乂機能の設定時間(己8ページ)により、連続使用可能時間は異なります。 


警告 


/\ センサー解除モードを使用するときは、揚げものなどの調理はしない 

センサー解除モードでは、天ぷら油過熱防止機能の消乂温度び高くなっていますので、 
胃調理油び過熱され、発火し、 乂災の原因になります。 














































タイマ—モ—ド 



ごとく中央に鍋などを置く 



のタイマ_ 


後 

〇 

〇 〇 

左ろ 


タイ 7- 
設定 

-す_ 


をも 


左コン □ 

. 0200 

; 0180 omm 

■ 016 0 05分保温 

後〕ン □ 

〇おかゆ 
〇ごはん 

ちコン □ 
0200 

0180 〇自動消义 
0160 05分保温 

: 揚げ 
■ ちの 

湯ね 

かし 

炊飯 

揚げ 

もの 

湯ね 

かし 

〇 

m-m 

(3 秒巧し) 


〇 

m-m 

。秒巧し） 








































































0 点义 


0 00 00 



Q コン□を 
選がする 


( 点滅 > ィマー 


敎点好ノ 


点乂の状態 



-Ull タイマ -1 



タイ 7 - 





設定 


包 タイマー設定 


のタイマー 後 1 〜 99 分 

，〇〇 (1 分刻み） 

押し続けると、 

1日分刻みで変 
わ0ます。 


タイ 7- 
設定 



を押す毎に切り替わります。 
※全てのコン□を使用している場合 
で説明しています。 


1 


唉 又 吟式吟 


を 


I 


1 


〇 


化 


圏 


※設定でさるコン□は]ヶ所です。 

《1+1 • E ] を押すか、約]日秒たつ 
と、タイマー表示び点灯に変わり、 
コン□び決定されます。 

※火のついていないコン□と、炊飯- 
湯わかしモード中のコン□は選 
択でさません。 


やソ// 

タイマーび作動中でち、タイマーの 
変更は可能です。 


く 


終了 30秒前 


のタイ 7 — を 

〇 



曰田 [ 


タィマ - 

設定 


\ピピピ 、 y 

秒康示になります。 


自動消乂 (タイマー終了） 


タイマーモードの取り消し 


タイマー作動中にを押すと、タイマー表示と 
ランプび消え、タイマーモードび取り消されます。 



※タイマーモードを取り消しても消乂しません。 


曰田 [ 


_ 〇 

左ち 


I タィト 
設定 


\ビブ 


ブヴー音『ヒー』とタイマー表术と 
ランプの点滅でお知らせしたあと、 
消なします。 


〇点义/消义ボタンを 
r 消义のが態 J に戻す 

•〇〇〇〇〇^ ‘〇〇〇〇〇^ 

( 0^0 


消乂のが態 
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揚げものモード 


ごとく中央に鍋などを置く 


i き義滅嶺を茲苗.お々:- • 




基本操作 

(左ちコン □) 


適した鍋 


直径：18〜24 cm 
種類：天ぷ5鍋 

底の平5な中華鍋 
鉄やアルミ製の鍋 



0 © 


コン□操作部(シート) 


適した油の量 


己 00 〜 1000 ml_ 


©タイマー後 



日田國 



§ 


揚げらののコツ 


焼きものにも便利 


◊油の飛び散りやすい材料は下ごしらえをする。 

(水分や空気は、加熱されると膨脹して破裂するため。） 


ドーナツ 

-生地には、必ず 
ベーキングパウ 
ダーや砂糖 
秋れる。 ◎ 


イカ 

-皮をむさ、両面に 
切り目を 
入れる。 



ししと5 

(中び空洞の野菜など) 

-切り目を入れる。 




◊八ン八ーグやギヨーヴ、 
ホットケー丰など焦げ 
つさやすい焼さちのち、 
揚げちのモードの温度 
調節を使えば簡単。 
ほどよい焦げ色に焼さ 
あげます。 


ェビ うず5 (ゆで卵など）魚介類や野菜など 

-尾は先を切る。 -串などで刺す。 -水分を而さ取る。 


讀卢 が が 


◊複数の揚げものをするとさは、低温設定のものから調理する。 

(温度を下げるのに時間びかかるため。） 

◊一度に揚げる量は、油の表面積の半分程度にする。 
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設定温度に 
なると 

pK . 『ピピピッ』 
W でお知らせ! 


情げ 


\ピ、グ 

W 


調理を始めて 
<ださい 


@温度設定し、調巧する 

〈着乂後すぐ〉 


0点义 


‘0 00 00 “ ‘0 00 10 

H 


風 

ず 、 y 


点乂の状態 


©消义 



•00 0 ,〇1. ，〇〇〇〇〇^ 

のり〇 


消乂の状態 


^芙を押す毎に切0替わ0ます。 


0200 
•180 
〇 160 


•200 
•180 
〇 160 

〇 

•200 

0180 

0160 

〇 

0200 

0180 

•160 

〇 

0200 

•180 

•160 

皆 

0200 

0180 

0160 


1 目〇で 190°C 200°C 160°C 170°C 


た り 

-点火する前にわ設定でさます。 

-自動的に強火と弱火を繰り返し、設定した溫度を保ちます。 

-弱火から強火に切り替わる一瞬、炎び大さくなりますのでを意してください。 

-途中で設定温度を変更する場合は、を押してお好みの温度に合わせてください。 
《温度設定を解除してち消火しません。 

V 一 





■■モ 化り 戸口が ■ 





◊油の温度は天ぷら用鉄製鍋を基準に設 
定しています。鍋の種類*材質*大さ 
さや厚み、油量などにより、設定温度 
と異なったり温度変化び大さくなるこ 
とびあります。 

◊油の温度び高い状態で温度設定したり 
途中で油を足すと、設定温度と油の温 
度びずれることびあります。 

◊該定温度になってち)調理物を入れないと、 
設定温度より調理油の温度び上昇する 
ことびあります。 

◊焼さちのの焦げの程度はフライパンの 
大ささ、材質、調理内容によって異な 
ります。 


20 日 。 C 


160 C 


ご注意 


温度設定のめやす 


〇 〇 〇 
0 . 8 .6 
211 

〇 • 〇 



焼をちの 




































































湯わかしモード 



適した鍋 


種類：やかん 

底の平りな鍋 


ごとく中央にやかんを置く 




基本操作 

(左ちコン □) 


T 


0 © 


コン□操作部（シート) 


0タイ7_ 



左コン □ 
0200 

0180 〇自動消义 
0160 05 分保温 

後コン □ 

〇おかゆ 
〇ごはん 

ちコン □ 
0200 

0180 〇自動消乂 
0160 05 分保温 

脚 

湯わ 

I かし 

炊飯 

揚げ 

ちの 

湯ね 

かし 

〇 

1。 秒巧し) 


〇 

じ ント 解随 
(3 秒田し） 


亩 


お願い 


◊火力はやかんや鍋の径に応じて炎があ店\れない程度に調節してください。 

ただし、火力を弱乂で使用しますと;っとうする前に保温になったり、消火した 
りします。また、お湯から湯わかしモードを使用した場合は、店\っとうしてから 
消火や弱火になるまで時間を要する場合や、っとうする前に消火する場合びあ 
ります。 

※やかんや鍋の材質、水量、形状などにより消火や弱乂になるタイ S ングび異なる 
場合びあります。 

◊水量び多すざると而さこぼれる場合びありますので、やけどなどにご注意ください。 

一 温度センサーが正しくはた!5 くために次のことを守ってください一 

◊やかんや鍋の/たの開閉はしない 
◊やかんや鍋を動かさない 
◊水をかさ湿ぜない 
◊途中で水を入れたり具を入れない 
◊途中で火力を変えない 


適した水量 


m 

〇 

〇 

〇 

2 

一 

〇 

〇 

5 


さに 
大量〇 
の水い 
鍋たさ 
やじだ 
ん応< 
かにて 
やさし 
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〇点义 


© 


‘0 00 00 ‘ 


0 00 10 


風 

•• 

\ピッ/ 


湯わかし設定 

〈着义後ずぐ〉 

しな口！ 〇輔消义 
、 "■^が 分保溫 


r 








說 

を押す毎に切り替わります。 


〇輔消义 


•自動 消义 


omm 


♦5 分保温 

〇5分保温 

05分保溫 


点乂の状態 



湯ね 
\ピ'グ 


1111 


-点火する前にち)設定でさます。 
※湯わかしモードを解除してち 
消火しません。 


湯わかし5分保温の場合 


お湯がわ<と 


ブヴー音『ピピピッ』でお知 
らせし、自動的に弱火にな 
り、己分間保温したあと、自 
動的に消火します。 


\ピピピ 、 y 



按了 2 分前 


巧お〇關消夕 


♦5 分保温 


說 


▼ 


自動消义 


参 



资 )^ 0 自動消义 
、ノ 05分保温 


湯ぶ 


ダブ 


ブヴー音『ピー』でお知らせし、設 
定ランプおよび、火力表示ランプ 
び消なします。 

© 点义/消义ボタンを 
r 消义のが態 J に戻す 


•〇〇〇〇〇^ •〇〇〇〇〇^ 


消乂の状態 


2 S 


















































mmm - — 

炊飯モー 



下準備 


〇お米を正確にはかる 


-計量カップやはかりで、炊飯したいお米の量を 例） 180 mL の計量カップ 


正し< はかる。 



© お米をとぐ 


•たっぷりの水でさっとかき混ぜ、水を素早く捨てる。 

-一度目のとぎ水はずぐに流ず。 

※めかを含んだ最初のとざ水を、乾いたお米び吸わないようにしてください。 

-「とぐ^洗い流ず」を素早く数回繰り返し洗う。 

※といだあとのお米は、よく水を切ってください。 

※といだあと、すぐに炊飯をするとごはんびかためになります。 

※お米をとざ足りない場合は、においや着色および、/3\さこぼれの原因になり、炊飯びうまくでさ 
ない場合びあります。 


© お米に水を含ませる 


お米と水の量のめやず 


-ごはんのかたさを調節ずるとさは、水量で調節ずる。 

※増減する水量のめやすは、± ] 0%程度にしてください。 


[ごはん] 


お米の 量 

水の 量 

1.0 台 （15 日 g )(18 日 mL ) 

約300 mL 

1 .已含 （225 g )(270 mL ) 

約 400 mL 

2.0 台 (300 g )(360 mL ) 

約500 mL 

2 .已台 （375 g ) (450 mL ) 

約600 mL 

3.0 台 (450 g )(540 mL ) 

約 700 mL 

3 .已を （525 g )(630 mL ) 

約800 mL 

4.0 合 （6 日日 g ) (72 日 mL ) 

約 900 mL 

4 .已台 （675 g ) ( SlOmL ) 

約] 000 mL 

已 .0 台 (750 g ) OOOmL ) 

約 ] lOOmL 


[おかゆ] 

お米の 量 

水の 量 

0 .已を (75 g ) (90 mL ) 

約 700 mL 

1.0 台 （15 日呂 ）（1 8 日 mL ) 

約1000 mL 


※炊さこみごはんの場合は、ごはんに比べ約]割増の水 
の量(調味料、だしを含む）とし、具はお米の上にのせ 
て炊いてください。 

※炊さ上がりはお米の種類や質、鍋の種類や水温などに 
よって異なりますので、お好みに応じて工夫してお使 
いください。 


※おかゆは t 分びゆ程度の炊きあびりです。 


お米を水に浸ず時間 


•洗米したあと必ず 30 分上、水に浸ず。（冬場は 1 時間程度） 

《ごはんに芯び残るので、お湯を使わないでください。 

《一度水に浸したお米は砕けやすくなり、砕け米び混じることびあります。 

砕け米*粉米などび湿ざった状態で炊飯すると、炊さムラや焦げの原因になります。 
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無洗米を炊くときのコツ 


. 1〜2回すすぐ。 

※にごったまま炊飯すると、でんぷん質び沈殿し、上手に炊けない原因になります。 

-十分に水に浸す。 

•水の量を3%程度多くする。または、無洗米専用の計量カップを使う。 

-よく混ぜて気泡をとばす。 

※水を加えただけでは、表面に気泡びでき、水び吸収されず上手に炊けない原因になります。 


〇鍋をセツトする 


-水に浸した状態のお米が入っている鍋を、正しくごとくに置く。 



炊飯モードに適した鍋 

•おいしく炊くために、炊飯に適した鍋を選ぶ。 

炊飯専用鍋も別売しています。 

※別売の炊飯専用鍋のお求めは、お買い上げの販売店または、ちよりの東京ガス(別紙事業所一覧)に 
お問い合わせください。 


※市販の炊飯鍋などでち炊くことびでさます。 

一 ふたに蒸気穴びあるもの 

一 ふたび重く、鍋本体に 
落とし込むようなお状 

一 ふたと鍋にすさ間のないちの 

J - 鍋の縁が高いちの 

一 鍋は深いもの 

L 鍋底び平5ならの 


鍋径：1 8 cml；Lh 



※ふたに蒸気穴がない場合や、鍋の材質， 
形状によっては焦げつさや、さこぼれ 
など、うまく炊けない場合びあります。 
このような場合は、別売の炊飯専用鍋を 
使用してください。 


炊飯モードに適した鍋 

炊飯モード 

f ごはん：1〜己合 飞 

1 おかゆ： 0万〜1合 J 

炊飯専用鍋(別売） 

〇 

アル S 製の鍋-文化鍋 

〇 

深めのちの 

ホー □ — . 巧ち出し. 

ステンレス(厚手)の鍋 卜 

〇※ 1 
深めのちの 

ステンレス 

(薄手：鍋底厚み 2 mm 未満)の鍋 1 ^ 

〇※ 2 
深めのちの 

無水鍋-多層鍋 
(ステンレス厚手鍋） 

X 

±鍋.圧力鍋.ぶ^^ 
醒ガラス容器 L T 

X 


〇 :適しています。 

X :適していません。（温度を正しく検知しない場合びあります。) 

:ホー □ 一鍋の場合、焦げつく場合びあります。 

《2 :焦げつさびさつ<なります。 














































炊飯モード 


ごとく中央に鍋を置く 



コン□操作部(シート) 


0タイマ_ 


後 

〇 

〇 〇 

をち 


曰田閱 



を 


ご注意 


◊炊飯途中で、水をたしたり、鍋のふたを開けたりしないで 
ください。また、炊飯の途中で炊飯モードを切り替えたり、 
他の丰一やボタンを押さないでください。うまく炊けない 
場合びあります。 

ごはんの場合は、消火後むらし(約] 0分)を必要とします。 
むらしをしないとうまく炊きあびりません。 

◊機器を囲う油ガードなどを設置すると排気の流れび変わる 
ため、燃焼不良となり、炊さムラなどの原因になります。 
炊飯時は油ガードなどを取り除いてください。 
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0 点义 


‘00 0 ‘ 


.。典 


©巧巧設定 

〈着乂後ずぐ〉 


や// 


( 点灯）〇 おかゆ 

♦ごはん 


を押す毎に切り替わります。 


〇おかゆ 
参 ごはん 


♦おかゆ 
〇ごはん 


〇おかゆ 
〇ごはん 


点乂の状態 



< 


国 


V! 


炊飯中は自動的に乂力を切り替えます。 
弱乂から中乂に切り替わる一瞬、炎び大き 
<なりますのでを意して<ださい。 

点乂する前にも設定でさます。 

炊飯モードを解除してち消乂しません。 





ごはんの場合 


自動消义を 
む5し開始 



む S しお了 2分前 


C $ ぉぉかゅ >〇< 


• 〇‘ 


> ごはん 



おかゆについて 


◊おかゆモードはお米か5おかゆをつくる機能です。 

ごはんからおかゆをつくる場合は下記を参考にして 
ください。 

◊味付けは、おかゆび炊きあびり、自動消火してからし 
て < ださい。 


ごはんか S おかゆの巧をかた 


◊2 人分(茶わん約2杯分： 300 g ) の例 

① 冷やごはんはヴルに入れ、流水でサッと洗ってほぐす。 

(めめりをとります。） 

② 鍋に水 (4 カップ強）とごはんを入れ強火で炊く。 

③ 煮立ったらアクを取り、弱火で1日〜1日分炊く。 

④ 消火し、好みに応じて； I 急を少々加え、数回かき混ぜてでき 
あびり。 


巧旗時間のめやず 

ごはん：約20〜30分 
おかゆ：約40〜己〇分 


自動消乂 


> 


ごはんむ5し：約10分 

※むらしび終わるまで、ふた 
を開けないで < ださい。 


^消 V 〇 おかゆ 
\好/" 〇ごはん 



ブヴー音『ピー J と設定フンプおよ 
び、乂力表示ランプび消なします。 

0 点义/消义ボタンを 
r 消义のが態 J に戻す 


000 


II 


消乂の状態 


※むらし後、ごはんをほぐしなびら底 
からよくかさ混ぜてください。 

余分な水分び逃げ、ごはんびおいし 
くなります。 

































































グリルを使う準備 



〇 ガス栓を全開にずる 


な乂/消乂キー J ) 0 調理物を入れて、 

1 グリルとびらを閉める 





:泛游满致詔游ぞ 




電源 


電源ボタンを押ず 

-『ピッ』と音びするまで押す。 
(約日.3秒） 


電源 

切/入 


グリル受け皿には 
水を入れない 



V 

ソ 〇長押し 

_ J 





(18 ぺージ） 


逆 注意 


〇 グリルを点乂するときは、必ずグリルとび5を 
閉める 

(^必ず守る炎や熱で、 やけどのおそれがあります。 


〔 巧めてグリルを使うとき ） 


◊初めてグ U ルを使うときは、グ U ル庫内の油を焼ききるために、グ U ル焼網を取り出し約8分空焼 
さしてください。（煙やにおいび出ることびありますび、問題ありません。） 

※空焼さしているとさに、グ U ル過熱防止センサーび作動し、自動的に火力を弱めたり、消火する 
場合びあります。（タイマー表示部「02」点滅表示） 

消火した場合は、しばらく（約3分)待ってから再度点火してください。 
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食材の準備 


魚の下ごし!5え 

•冷凍の魚は、しっかりと解凍する。 

※しっかりと解凍していないと時間びかかり、安全機 
能びはたらくことびあります。 

•冷蔵の魚は、常温でしばらくおく。 

•生魚は、水洗いしたあと、水気をよく而さ取る。 

-みそ養けや、かす漬けの魚は、 

みそやかすをよく而さ取る。く;: 


魚 m 外の下ごし!5え 

•なすや、ししとラなどの野菜は、表面 
に切り目を入れる。 

•鶏肉など、脂の多い食材は、フォーク 
などで皮に穴を關义皮を上にして焼く。 



塩焼きの下ごし！5え 

鮮度や材料にあった塩加減偏の重量の2%程獻 
が必要です。 

塩をつけると、身がしまって身崩れしにくくなり 
まず。身の厚いところには厚く、薄いところには 
薄くつけます。 

-さばやいわしなど脂肪分の多い 
背の青い魚は、多めに塩をして、 

おさ時間は長めにする。 

.白身魚は、少なめに塩をして、おさ時間は短め 
にする。 

•川魚やいか、えび、貝などは、焼く直前に塩を 
する。 



姿焼きなどの場合 

-尾やヒレはとくに焦げやすいので、多めに塩をつけてください。 
また、アルミはくで包んでおくと、焦げかたび薄くなります。 


アルミはく 



魚を焼くときは 


• グ U ル焼網にサラダ油などを塗ると、こびり付さなどび少なくなります。 

-魚は身の厚い部分や、頭を奥にして置いてください。 

• 魚を1尾だけ焼く場合は、左ちどちらか端に置いてください。 

•魚を 3 尾上焼く場合は、まん中を避け、左ちどちらかに寄せて置いてください。 

-ししやわなどの小さな魚は、尾び焦げやすいのでグ U ル焼網の手前側に置いてください。 



詳しくは付属のクッキングブックをご覧ください。 


3尾の場合 



まん中を避けて 
左ちどちらかに 
寄せて置く 

み 

手前側 


ルさな魚の場合 



み 

手前側 


魚を取るときのコツ 


• はしをグ U ル焼網と平行に入れると、グ U ル焼網に 
付着した魚びはびしやすくなります。 




逆 注意 


0 

禁止 

調理物を取るときなどは、グリル部周辺に触れない 

とくにグ U ルとびらなどび熱くなっており、 やけどの原因になります。 
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グリルの使いかた：マニュアルグリル 



グリル操作部(シート) 


〇姿焼〇強め 
〇の身〇標準 
〇干物〇弱め 


才-卜 

焼き 


メニ： 1- 

如減 



駭 


ヴリ i の 

刷一 I 什 I 


をを 



心 


基本操作 

(グリル） 


T 


〇 鶏肉などの脂の多い食材を調理するときは、上下の乂力を 『弱』 にして焼く 
よ5にする 

必ず守る グリル受け皿にたまった脂に引乂し、乂災のおそれがあります。 


逆 ま意 


〇 焼さすざに注意する 

魚に乂がつき乂災の原因になりまず。 グ U ル庫内で魚などび燃えたり、たまった 
心ずする脂に引火した場合は、すぐに点火/消火キーを押して消火してください。 

V_ 



◊おくずれを防止するには ••• 

- 2分程度予熱し、グ U ル焼網にサラダ油を塗ってください。 

•予熱後一旦消火し、魚をグ U ル焼網にのせて再度点火し、火力を調節してタイマーを設定して 
<ださい。 


詳しくは付属のクッキングブックをご覧ください。 
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0 点义 


曾 义力調節 包 タイマー設定 


点好 

グリぶ 
oil ' 


©タイマー 



り 羽 ff 进 

0 弱!! 強 

画 |~||+1 




0弱 轉 強 

♦弱の 強 


0タイマ_ 


乂力 







\ピツ/ 


グリルが点乂後、タイマー 
がスタートしまず。 



% 


1〜18分 
(1 分刻み) 

\ピ、グ 


グリル庫内温度 

タイ7— 

局し"'場ゴ 

目分 

低い場合 

9分 


グリル燃焼ランプ 


乂力 
の誓 


を巧す毎に切り替わります。 




0 弱！•強 

0 弱！! 強 




0弱 11 強 

•弱の 強 


•弱の 強 

(〜） 

ク 

•弱の 強 

(〜） 

•弱の 強 

0 弱！! 強 




タイマーび作動中でわ、タイマー 
の変更は可能です。 

(連続使用可能時間は] 8分です。） 


< 


終了 30秒前 

のタイマ—グ 


曰田 

移康示になります。 


途中で消义したい場合 



自動消义(タイマー終了) 


グリル燃焼ランプ 

〇 


のタイ 7- 



□田 


\ビブ 

グ IJ ル燃焼ランプび消口し、ブヴー音『ピ 
一』とタイマー表示部点滅でお知らせし 
たあと、タイマー表示部び消打します。 


グ y ルタイマーについて 


◊グリルが点乂すると、自動的にグリルタイマーがスタートします。 

-グ U ル庫内の温度に応じて、タイマー設定6〜9分を自動的に設定します。 

※タイマー表示は切り上げ表示になっていますので、初期設定時間びすぐに変わる場合びあります。 


ご注意 


•連続焼さなどでグ U ル庫内び高温になると、安全のため自動的に火力を弱めたり、消火します。 

グ U ル過熱防止センサーびはたらき、消火した場合(タイマー表示部「02」点滅表示)は、しばらく（約3分） 
待ってから再度点火してください。 

• 脂の多い魚を焼いているとさは、煙び多く出る場合びあります。 

• グ U ル操作部のタイマーは、グ U ル専用タイマーのためコン□には使用でさません。 

• 干物や脂分の多い魚（にしん*塩さばなど）は発火しやすいので、焼さすざに注意してください。（調理中 
はグ U ル庫内の状態に十分注意してください。）また、ル魚の干物(めざし-うるめなど)の焼さ時間のめや 
すは2〜3分です。（グ U ル庫内の温度び高い場合は1分程度。 ） 焼きすざに注意してください。 

焼さすざた場合、魚やたまった脂び燃えて、 乂災のおそれや機器焼損の原因になります。 






















































































才ートグリルモード 



グリル操作部(シート) 


〇姿焼。強め 0弱の強 

〇切身〇標準 

。干物。弱め 0弱の強 



k 


基本操作 

(グリル） 


r 


逆 ま意 


0 - 魚などの焼きかたが浅い場合や、焼き足したい場合はマニュアルグリル (33 ぺージ)で焼く 
その場合、設定時間を短くして焼さすざに注意してください。 

必ず守る焼きすざた場合、調理物の脂び燃えて、 乂災のおそれや機器焼損の原因になりまず。 

-みりん干し-めざし-市販のみりんづけ-うるめいわしの丸干し-身欠きにしんは、 
マニュアルグリルで焼き、オートグリルモードを使用しない 
発乂のおそれがあります。 


お願い 


◊機器び正しい調理時間を予測するため、下記のことをお守りください。 

•オートメニューは魚専用です。魚外は、マニュアルグ U ルで焼いてください。 

-予熱しないで使用してください。 

-オートグリル使用中は、グ U ルとびらを開けないでください。 

-種類や大ささの異なる魚を同時に焼かないでください。 

◊連続して調理するときなど、グリル庫内の温度び高い場合は、オートグ U ル f ー ドを受け付け 
ない場合びあります。 

夕； 4 を押すとブヴー音『ピーピーピー』と、タイマー表示部『パ』でお知らせします。 

しばらく待ってから使用してください。 

※すぐに使用したい場合は、マニュアルグ U ル (33 ページ)で使用してください。 

◊調理終了のお知らせ後、すぐに調理物を取り出してください。 

余熱で焦げることびあります。 
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〇メニ ューを 
醜する 


才ート 

にュ- 


を押す毎に切り替わります。 



〇姿焼 


♦姿 焼 


〇姿焼 


•の 身 

〇 

〇切身 

〇 

〇の身 


〇干物 

〇干物 

♦干物 


今 

〇姿焼 

A 

1 

〇切身 



〇干物 




nmr 


@点义 


〇姿焼 •強め 
•切身 〇標準 
〇干物〇弱め 


グリル 
0 弱み 強 

0 弱！! 強 


©タイ 


グリル燃焼ランプ 





焼さ 
如減 


を押す毎に切り替わります。 


〇強め 
♦標準 
〇弱め 


〇 

♦強め 
〇標準 
〇弱め 


〇強め 
〇標準 
•弱め 


た 


\ピ'グ 

点火すると機器び調理時間を予測し、 
時間(分)び表示されるまで、グ U ル 
タイマー表示のドットび点滅します。 
※自動機能のためグ U ルタイマー 
時間の変更はできません。 


< 


終了 30秒前 

〇タィマ_\ピピピ、グ 


曰田 


秒康示になります。 


グリル燃焼ランプ 


のタイ 7- 




曰田 


\ピ-/ 


グリル燃焼ランプび消灯し、ブヴー音『ピ 
一』とタイマー表示部点滅でお知らせし 
たあと、タイマー表示部び消灯します。 


■ 


オートグリルモードの取り消し 


グ U ル操作 部の^ を押し、消火する。 

取り消し後に再び調理する場合は、マニュアルグ U ル (33 ページ)で行ってください。 


自動消义(タイマー終了) 


励鱗動 

: ill 
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才ートグリルモード 


◊魚の種類や大きさなどにより、オートメニューと焼き加減を選んでください。 


才ート 

メニユ — 


焼さ加減 


焼さ加減 


焼さ加減 


姿焼 



★ごん ま 

]〜日尾（1尾 ]80 gl ； (下） 


育さん ま 

]〜日尾（1尾 ]80 gl ； (上） 

★あじ 

1〜日尾 （1 尾200下） 

魚周 

] 尾 （1 尾 250 gm 下） 


★あじ 

]〜己尾（1尾20 Og じ(上） 

魚周 

] 尾 （1 尾 250 gm 上） 



ぶり照り焼さ 
]〜6切（1切 80 g 程度） 

さわらみそ漬け 
]〜6切（1切 80 g 程度） 


さば切身 

]〜6切（1切 80 g 程度） 
链切身 

]〜6切（1切 80 g 程度） 


さば切身 

]〜2切（1切 ] 己 Og 程啟 

太刀魚 

]〜6切（1切 80 g 程度） 


干物 


ししやち 

約10尾 

さんま開さ 

]〜2枚（1枚 ]00 g 程啟 


おじ開さ 

]〜4枚（1枚 70 g 程度） 

干しかれい 

]〜2枚（1枚に Og 程厳 

ほっけ開さ 

]〜2枚（1枚 ]80 gl ； (下） 


ほっけ開さ 

]〜2枚（1枚 ]80 gl ； (上） 


:さんま、あじを5尾焼くと、まん中の魚(裏面)の焼さ加減び浅くなります。 
1〜4尾で焼くことをおすすめします。 
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魚の置をかた 


ポイント 



端に置< 均等に置< 


◊頭を奥に 



3尾 iU 上の場合、まん中の 
魚（裏面）の焼さ加減び浅 
くなるため、まん中を避 
け、左ちどちらかに寄せ 
て置いてください。 


◊尾-ヒレをされいに焼く アルミはく 


• 多めに塩をつける 
• アルミはくで包む 



◊乂通りをよくする 

-皮面に切り込みを入れる 



◊みそ漬け-照り焼さをされいに焼く 
-表面のみそ漬けタレを十分に/さ取 
り、弱めで調理する 



◊皮面を上向さに 
身の厚い部分を奥に置く 


み 

手前側 



理 



ルさい切身は、身の薄い 
部分を外側にして左ちど 
ちらかに置く 



お願い 


◊厚みのある魚など（切身 2.5 cm 、 
姿 4 cm を超えるわの）は中まで火び 
通りにくいので、マニュアルグリル 
(33 ぺージ)で様テを見ながら焼い 
て < ださい 


◊干物は乾燥しているほど焼けやすく 



◊頭を奥に 


なっています 


◊脂のりびよい場合は焦げやすくなり 
ます 



38 







































































































ダツチオーブンモード 


ツチオーブンのセツト方法 


ダツチオーブンはず専用のダツチオーブンを使用して < ださい。 


※この機器には、タッチオーブンが付属されていません。専用のタッチオーブンセットを別売しています。 

別売のタッチオーブンのおおめは、お買い上げの販売店または、もよりの東京ガス(別紙事業所一覧）にお問い台 
わせ <ださい。 


◊タッチオーブンでできる料理の例 

豚肉の□ースト□ーズマ U —風味 スペア U ブ 



パエ U ア 




調理物のセツ 



①ダッチオーブン網を図のように 
足び下向さになるように、ダッ 
チオーブン本体にセットする。 
(料理の種類によって、セットし 
ない場合ちあります。） 

◎調理物をダッチオーブン網の上 
にのせる。 

③ダッチオーブン而たをダッチオ 
ーブンにセツトする。 



破'^^^ 

輪 


ダツチオーブン/命た 



調理物(例） 


ダツチオーブン網 


タッチオーブン 
本体 


◊ダツチオーブンはホー□一加工されているのでシーズニング(油をなじませること）は不要です。 
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ダッチオーブン 
本化のセット 


ダッチオーブンは必ず支持枠の上に正しくセットして使用してください。 


①ダッチオーブン支持枠前足を、グ 
UJ レ受け皿の取付穴に差し込む。 

《支持枠前足のち側は長くなって 
います。 


◎ダツチオーブン本体の凸部4ヶ 
所を、ダツチオーブン支持枠に 
のせる。 


逆 ま意 


夕'ッチオーブン本体の凸部前面を図のよ 
うにタッチオーブンガイドにセットする 

正しくセットしないと、ダッチオー 
ブン本体び傾いたり、ダッチオーブ 
ン本体を取り出す際にダッチオーブ 
ン支持枠び外れず、持ち上がる場合 
びあります。 

また、ダッチオーブン支持枠び途中 

で外れた場合、 落下し、やけどやけ 
がのおそれがあります。また、床を 
キズつけたりするおそれがあります。 

V- J 

※ダッチオーブンたのつまみ部び、 
図のようにまっすぐになるよう 
にセツトしてください。 


グ IJ ル受け皿 

タッチオーブン 
本体 

つまみ部 

タッチオーブン 
支持枠 

タッチオーブン 
ガイド 




凸部前面びダツチ 
オーブンガイドに 
正しくセツトされ 
ていることを確認 
してください。 


〈手前側〉 



※イラストはわかりやすくするために、グリルとびらを外したイラストになっています。 





お願い 


◊ダツチオーブンを使用する場合は、必ずダツチオーブン支持枠を使用してください。 

^ダ ツチ オーブンを直接グ IJ ル受け皿に のせる と、グ U ル受け皿にキズびつさグ U ル受け皿の コー 
I ティング(ク U アコート）びはがれる原因となります。 
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ダツチオーブンモード 


タッチオーブンモードは、必ず専用のタッチオープンを使用してください。 
※ダッチオーブンのセツト方法は40ページを参照してください。 



グリル操作部(シート) 


〇姿焼〇強め 
〇の身〇標準 
〇干物〇弱め 


才-卜 

> 焼さ 

メニユ- 

加減 


% 



座 注意 


. タッチオーブン モー ドは必ず専用のタッチオーブンを使用し、グリル焼網を使 
§9 用した調掛ホしない 

必ず守る 発乂の原因になります。 

• タッチオーブンでオーブンペーパーを使用する場台は、タッチオーブンから、 
はみ出さないように使用する 

オーブンペーパーび燃えて、 乂災の原因になりまず。 


◊予熱せずに使用してください。 

◊ダッチオーブン使用中は、グ U ルとびらを開けないでください。 

◊グリル使用後や、グ U ル庫内の温度び高い場合は、ダッチオーブンモードを受け付けません。 

を_ミを押すとブヴー音『ピーピーピー』と、タイマー表示部『 /■/ 』でお知らせします 0 

しばらく待ってから使用してください。 

※マニュアルグ U ル (33 ページ)は、使用できます。 

◊ダツチオーブンび重いため、グ U ルとびらび閉まりにくい場合びあります。きっちりと奥 
まで閉めて使用してください。 
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か難ジン 


い 巧ご LKB 

お-」ぃ 日減 f 禪 



\ピピピ 、 y 


タッチオーブン夺一 
を『ピピピッ』と音が 
するまで押す。 

(約日.3秒） 


©タイ 7 —を 
設定する 

0 タイマ_ 

1〜30分 
3曲。分刻み) 

一 S が、グ 


©点义 


禪 — グリル燃焼ランプ 

m 0 T 



\ピ、グー 

グリルが点乂後、タイマーがスタート 
します。 


タイマーび作動中でち、 
タイマーの変更は可能 
です。（連続使用可能時 
間は30分です。） 


火力切替は不要です。 

(火力は自動的に調節します。） 


r 終了 30砂前 1 



©タィマ-がピピ'グ 



曰田 


^ 秒表示になります。^ 


自動消义(タイマー終了) 



I 点滅^ I 


のタイマ— 


1 。_ "いが ご 

レ ニ ュ-1’| 如;厨 


曰田 


夕'ツチ 
才ーブン 


か 


グリル燃焼ランプ 



グ U ル燃焼ランプび消口し、ブヴー音『ピ ー 』 
とタイマー表示部-ダツチオーブンランプ 
の点滅でお知らせしたあと、タイマー表示 
部-ダツチオーブンランプび消打します。 


◊焼き足したい場合は _ 

-消火後、グ U ル庫内の温度び高い場合は||普^を押しても受け付けないので、マニュアルグ U ル (33 
ページ)上火：強、下火：強で調理してください。 
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電池交換 


♦必ず機器が冷えてか5巧ってください。 


r 



\ 

をパネル上面(電池ケースふた）のち 
側に指を引つ測す、パネルを開ける。 

※電池ケースふたは約90°まで開きます。それ 
iU 上は無理に開かないでください。ふたび破 
損する原因になります。 





つ 電池ケース前面にある上下の凸部 
C をっまむ。 


\3 


電池ケースを引き抜く。 

※電池ケースは落下防止のため、途中で止まる 
仕様になっています。 

電池ケース上下をはさむように持ち替え、少 
し持ち上げて弓 I き抜いてください。 


A 



電池ケースを元の位置に戻ず。 

(カチッと音びするまで「押」マークを押し込み、 
抜けないことを確認してください。） 


户 左パネル上面(電池ケースふた）を 
M 元どおりに閉めて、機器の電源が 
W 入るか確認ずる。 



J 



逆 注意 



乾電池は巧電-分解-加熱したり、乂の中に投入しない 

乾電池び破裂し、手や服などを巧すだけでなく、 目などに入ると大変危険です。 


お願い 


◊乾電池び正しく組み込まれていなかったり、乾電池の容量び全くなくなった場合、電池交換サインは点なしません。 
◊乾電池は必ず2個とわ同種類の新品のアルカ U 乾電池を使用してください。 

アルカリ乾電池(単1形： 2個)を使用した場合、乾電池を交換する(電池交換サイン点な)めやすは約1年です。 
◊アルカ U 乾電池(単1形： 2個)でも使用状況-使用時間-乾電池製造メーカー-種類び異なると交換時期び 
] 年!^^内と短くなります。また、マンガン乾電池を使用した場合わ交換時期び極端に短くなります。 
◊未使用の乾電池でわ「使用推奨期限(月、年)」を過ぎている場合は、自然放電により短時間で電池交換サイン 
び点灯する場合びあります。また、付属のアルカ U 乾電池(単1形： 2個）は、工場出荷時期により寿命び短 
くなっている場合びあります。 

◊電池ケースに水や異物び入った場合、而さ取ってされいにしてください。電池機能不良の原因となります。 
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お手入れくその前に > 


◎お手入れは、『機器が冷えていることを確認』 

『ガス检を閉める』 

『操作ボタンを□ックする ( 18 ぺージ)』 
『手袋をする』 


逆 注意 


〇 •お手入れは、ガス栓を閉じ、機器が冷えてか5手袋をはめて行う 

とくにグリル排気□の中側娛側)、グリル庫内をお手入れするときは、十分注意する 
必ず利 やけどや機器の角などでけがをする原因になります。 

-お手入れ後は、機器およびグリル庫内にふきん-紙類などを置き忘れていないか必ず確認ずる 
乂災の原因になります。 

•パ'—ナーキャップ水洗い繳ホ、よく水気を切る 

水分び残ったまま取り付けると、 点乂不良や不完全燃焼になります。 

• バーナーキャップを正しく取り付ける 

誤った取り付けかた(浮き、裏返しなど)で使用すると、点火しなかったり炎び不均一になり、 異常燃 

焼や部品が焼損、変おするおそれがあります。 

-ごとく •パ’ーナーリングカバーは、正しく取り付ける 

誤った取り付けかた(浮き、裏返しなど)で使用すると、 鍋の輯倒によるやけどや、点乂不良•不完全 

燃焼-変形の原因になりまず。 


お手入れ道具-洗剤について 


〇 


0 

〇 


スポンジたわし 


やわ5かい巧 



やわ5かい 
歯ブラシ 


台所用中性洗剤 


※トツププレートのみ 


f ガラストップ用 
ク U —ナー 


LP012 已 A 


クリーム 

クレンザー 


《トッププレートじ(外には使用しない 
で < ださい。 


ステンレス製のごとく 


八ーナーキヤツプカバーのみ 


ステンレス用ク U —ナー 
LP0127A 


※ステンレス製のごとく•バーナーキヤッ 
プカバーがには使用しないでください。 




X 


ナイ□ンたねし亀の子たわし 金属たわし スポンジたわし裏面 

* - N 


クレンザー 三ガキが 7} 


珍 

ジたね I 

X 

硬い歯ブラシ 


/™\ 酸性巧剤. 

y 5韶喔剤. 


M シンナ 

ベンジン‘ 


3 


アルコール 


M 

1 

歯みびさ粉 

で 

弱酸性巧剤. 

弱アルカリ性洗剤- 

( \ 
重曹 

圍 

1 

i 

クリームクレンザー 



重曹 


◊キズの原因になるもの 
• 部品.ガラス-ホー • フッ素コート•ク 
IJ アコートや塗装の表面にキズびつき、はがれ. 
欠け•変色•変質-さび-割れの原因になり 
ます。 


◊部品やホー • フッ素コート.クリアコ 
-卜や塗装の表面び変質し、はびれ.変色. 
さび*樹脂部品の割れの原因になるちの 


◊樹脂部品の割れ.表面の変質.キス変色. 
さびの原因になるもの 


直接かけて使つてはいけないもの 


スプレー式洗剤 


機器内部に洗剤び入ると故障の原因になります。 
必ずやわらかい布やスポンジたわしなどに含 
ませてから使用してください。 


お願い 


•ご使用の都度、お手入れしてください。ちれたままにすると巧れびこびり付さ、落ちにくくなります。 

煮こぼれをした場合は、その都度お手入れしてください。 

煮こぼれをしたまま放置するとお手入れする部品び固着し、外れにくくなったり、故障の原因になります。 
とくに砂糖などを含んだ濃い汁は、すぐに兩さ取ってください。焼さついて掃除び困難になります。 

-バーナーキャップ-ごとく*バーナーリングカバー-グ U ル排気□カバー*グ U ル部品（グ U ルとびら、グ U 
ル焼網、グ U ル受け皿、サイドカバー）は外せます。それ外の部品は、絶対に取り外さないでください。 


ステンレス製の部品について 


- HR - BP 3 A - XOSS のごとくおよびバーナーキャップカバーの材質として、ステンレスを採用しています。 
•ステンレスは、その美しさに加えて鐘や腐食に対し優れた特性を備えていますび、反面、炎で熱せられると変 
色し、色調び変化する特性わ持っています。 

•コン□をご使用になると、ごとく、バーナーキャップカバーとも変色しますび、これは異常ではありません。 

-この変色は専用のステンレス用ク U —ナーでお手入れいただくことにより、されいにすることびでさます。 

(ただし、高温となるごとくの先端部分などは変色び残ります。また、コン□をご使用になると再度変色します。） 




44 






























































お手入れくコン□部> 


◎お手入れは、『機器が冷えていることを確認』 
『ガス检を閉める』 


『操作ボタンを□ックする ( 18 ぺージ)』 
『手袋をする』 


トッププレート 


台所用中性洗剤や、水を含ませたスポンジ、布などの 
やわらかい物で而さ取ったあと、洗剤や水分び残らな 
いよう、乾いた布で再度而さ取ってください。 


※硬いお手入れ道具 (44 ページ参照）を使用すると 塗装 


判き慕義 j ミ 


のはがれ、キズなどの原因になります。 


取れにくい巧れのとき 


• メラニン樹脂系のスポンジを使用したり、丸めたラップ 
にク U —ムクレンヴー(表面印刷びラすくなるため、常用 
はしないでください)をつけてこすり、而さ取ってください。 
※バーナー U ングカバー-バーナー U ング-バーナー本体 
にク U —ムクレンヴーびかかると、 塗装のはがれ、色び 
薄くなる、光沢がなくなるなどの原因になります。 


機器表面.操作部 


乾いた布でよく而いてください。 


取れにくい巧れのとき 


-台所用中性洗剤を含ませた布で而さ取ったあと、洗剤や水分び残 
らないよう、乾いた布で再度而さ取ってください。 

※グ U ルとびら取っ手には、特殊塗装を施していますび、万一表面 
の塗装びはびれてわ使用上問題はありません。 



バーナー部 


点乂プラグ-立消えち全装置-温度センサー 


-煮こぼれなどの巧れを乾いた布で而さ取ってください。※洗剤などは使用しないでください。 

立消え安全装置温度センサー 


※点火プラグ-立消え安全装置-温度センサーに 
キズや衝撃をあたえないよラにしてください。 
※温度センサーは軽い力で、上下にスムーズに動 
くことを確認してください。 


点乂プラグ 



温度センサー 

上下に スムーズに 
動くことを確認 



バーナー キヤップ • バーナー リング 


-台所用中性洗剤を含ませた布やスポンジでちれを而さ取ったあと、洗剤や水分び残らないよう、乾いた布で 
再度而さ取ってください。 

※硬いお手入れ道具 (44 ぺージ参照)を使用すると 塗装のはがれ、キズなどの原因になります。 

《 HR - BP 3 A - XOSS のノくーナーキャップカノく一び変色した場合のお手入れは、専用のステンレス用ク U -ナー 
(89 ページ)をやわらかい布やスポンジ、丸めたラップに含ませてこすり、而き取ってください。ステンレ 
ス用ク U —ナーびバーナーキャップ本体に付いた場合は、すぐに水洗いしてください。そのままにしますと 
ノ くーナーキヤツプ本体の 腐食や変色、炎□づまりの原因になります。 （ごとくも同様にしてください。） 


目づまりしたとさは 


-凹部などは、やわらかい歯ブラシなどでお手入れしてください。 
こびり付いた汚れは、つまようじなどで汚れを取り除いてください。 

※目づまりやミちれは、 不完全燃焼や点义不良の原因になります。 



バーナ ー 
キャップ 



凹部 


バーナ ー 
U ング 


取り付けかた 


•バーナーキャップの爪部び、点火プラグの真上にくるよラに合わせ、取り付けてください。 
※点火プラグに衝撃をあたえないよラにしてください。 


逆 注意 


〇 


必ず守る 


バーナーキャップは正しく取り付ける 

誤った取り付けかた(浮さ、裏返しなど)で使用すると、 

•点火しない場合びあります。点火した場合でわ、炎の而ぞろいや 

逆火で 不完全燃焼-一酸化炭素中毒のおそれや変おの原因になり 
まず。 

-機器の中に炎びもぐりこんで、 焼損する原因になります。 

-誤セツトのまま使用すると、 機器寿命が短くなるおそれがあります。 



位置を 

合わせる 


点乂プラグ 
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◎洗剤を使用したあとは、洗剤が残5ないようにしてください。 
◎部品を取り付けたあとは、傾きがないことを確認してくださし、。 


ごとく -バーナーリングカバー-グリル排気□カバー 



ごとく -グリル排気□カバー 

-台所用中性洗剤を含ませた布やスポンジで巧れを而さ取ったあと、洗剤や 
水分び残らないよう、乾いた布で再度而さ取ってください。 

•汚れびひどいとさは、台所用中性洗剤で丸洗いしたあと、洗剤や水分び 
残らないよう、乾いた布で而さ取ってください。 

《 HR - BP 3 A - XOSS のごとくび変色した場合のお手入れは、専用のステン 
レス用ク U —ナーを使用してください。（ステンレス用ク U —ナーでのお 
手入れのしかたは、45ページ (バーナー部) を参照してください。） 


_ 取れにくい巧れのとき _ 

•煮洗いすると、さらに巧れび落としやすくなります。 

水を入れた大さめの鍋に、ごとくやグ U ル排気□カバーを入れ、約3□分 
加熱し、そのあと水洗いして、水気を兩さ取ってください。 

※表面び変色することびありますび、使用上問題ありません。 

※煮洗いしたごとくやグ U ル排気□カバーを取り出すとさは、やけどなどに 
注意してください。 


_バーナー リング カバー_ 

-台所用中性洗剤を含ませた布やスポンジでちれを而さ取ったあと、洗剤や 
水分び残らないよう、乾いた布で再度而さ取ってください。 

•汚れびひどいとさは、台所用中性洗剤で丸洗いしたあと、洗剤や水分び 
残らないよう、乾いた布で而さ取ってください。 

※こびり付いた巧れ(炭化物）を硬いお手入れ道具や研磨剤入り洗剤などで 
こすると、 '塗装のはがれ、変色、光ミ尺がなくなるおそれがあり、表面に 
発生ずるキズの原因になりまず。 

※巧れびついたまま使用すると、巧れび落ちにくくなります。 


取り付けかた 


グリル排気□カバー 

- グ U ル排気□カバーをグ U ル排気□の枠に合わせて取り付けてください。 


バーナー リング カバー 


バーナー U ングカバーの▽マークを手前にし、欠さ 
部前後2ヶ所をバーナ ー U ングの凹部前後2ヶ所に入 
れて、正しく取り付けてください。 


ごと< 


ごとくは内側の凸部2ヶ所を、ノくーナー U ングカノく一の 
欠さ部前後2ケ所に入れて、正しく取り付けてください。 


バーナーキャップ 


※バーナーキャップの取り付け方法は、4日ページ (パ' 
ーナー部 naasaa ) を参照してください。 


※バーナー U ングは、トッププレートに固定されています。 


ごと< 


バーナー リング カバー 


バーナーキヤップ 


バーナー リング 


ツメ部 



凹部 


逆 ま意 


〇 ごとく •パ’ーナーリングカバーは、正しく取り付ける 

誤った取り付けかた(浮き、裏返しなど)で使用すると、 鍋の輯倒によるやけど•点乂不良•不完全 

燃焼-変おの原因になります。 

また、取り付けの際に衝撃を加えると、トッププレートに キズがつくおそれがありまず。 


※ごとくのツメ部びグラグラしていると、鍋などをのせたとさ、鍋などの転倒の原因になります。 
(新しいごとくと交換してください。） 
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-ダッチオーブンび十分冷えてから、お手入れを行ってください。ダッチォーブン 
•台所用中性洗剤を含ませたスポンジで丸洗いしてください。その後、ふた 
乾いた布で十分に水気を而さ取ってください。 

※金属たわしは、細かなキズび付さ巧れびこびり付さやすくなるので、 


使わないでください。 



ダツチオーブン本体 


お手入れくグリル部> 


◎お手入れは、『機器が冷えていることを確認』 
『ガス检を閉める』 

『操作ボタンを□ックするに2ぺージ ) J 
『手袋をずる』 


取り外しかた 


スライド枠は取り外せません 


グリル焼網•グリル受け皿 


-グ U ルとびらを水平にゆっくりと手前に止まるまで引き出す。 

-グ U ル焼網-グ U ル受け皿を持ち上げて取り外す。 

※グ U ル使用直後はグ U ルとびらやグ U ル受け皿、グ U ル焼網、スライド枠 
び熱くなっていますので注意してください。 

※グ U ル受け皿にたまった魚の脂などをこぼさないよラ注意してください。 



グリルとび5 


-スライド枠とグ IJ ルとびらを固定している止めバネを押 
し下げ、もう片方の手を添えなびら、手前に引く。 

※グ U ル焼網をセツトした状態では、グ U ルとびらは正 
しく取り外すことびでさません。 

※スライド枠は取り外せません。 



dE ) イ 


サイド カバー 


-手前のフックからサイドカバーを取り外す。 

※サイドカバーは、（左）（ち)びあります。 

※図は、サイドカバー(左)の場合です。サイドカバー(ち） 
わ同様に取り外してください。 


す前の 
フック 





咳'/ >く; 

r 



ぶル庫'^ 

の 


グリル焼網-グリル受け皿-グリルとび5•サイドカバー-スライド枠-グリル庫内 


グリル焼網-グリル受け皿-グリルとび5-サイドカバー-スライド枠 


•台所用中性洗剤や、水を含ませたスポンジ、布などのやわらかい物で而さ取ったあと、洗剤や水分び残ら 
ないよう、乾いた布で再度而さ取ってください。 

※巧れたまま放置したり、使用すると、こびり付いた脂ちれびとれにくくなり、シミび残ったり、フッ素コ 
ート（グ U ル焼網）、ク U アコート（グ U ル受け皿) のはく離の原因となったり、発乂ずることがあります。 


グリル庫巧（側部•底部） 


-台所用中性洗剤や、水を含ませたスポンジで而さ取ったあと、洗 
剤や水分び残らないよう、乾いた布で再度而さ取ってください。 
※硬いブラシやたわし、また中性(外の酸性-アルカ U 性洗剤を使 
用しないでください。 

変色•変質-さび-割れの原因になります。 

※燃焼部(バーナー）には触らないでください。炎□びつまり燃焼不 
良の原因になります。また、グ U ル庫内の天井部には、立消え安 
全装置と点火プラグ、奥の壁部分にはグ IJ ル過熱防止センサーび 
取り付けてあるので触らないでください。 

正しくはたらかなくなるおそれびあります。 


グ|」ル過熱防止センヴー^ 
燃焼部 



お手入れできる部分 


ダツチオーブンふた-ダツチオーブン本体-ダツチオーブン網-ダツチオーブン支持枠 


タツナ习ーノノ〇、た•タツナオーゾソ本体 
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◎洗剤を使用したあとは、洗剤が残5ないようにしてください。 
◎部品を取り付けたあとは、傾きがないことを確認してくださし、。 


グリルとび5 


①グ U ルとびらの溝部にヶ所）に、スライド枠 
の凸部を差し込む。 

◎左ち2ケ所び確実に差し込まれていることを 
確認し、とびらの下部を『カチッ』と音びする 
まで押す。 

※グ U ル焼網を取り付けた状態では、グ U ル 
とびらは正しく取り付けでさません。 




グ U ルとびらび閉まりにくい場合は、サイドカバー、グ U ル受け皿グ U ル焼網び正しく取り付け 
されていません。再度さっちりと取り付けてください。 
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ダツチオーブン網-ダツチオーブン支持枠 


台所用中性洗剤を含ませた布やスポンジで巧れを而さ取ったあと、 
乾いた布で水気を而さ取つてください。 


ダツチオーブン網 


ダツチオーブン 
支持枠 


巧れび落ちにくいとさは、スポンジやナイ□ンたわしに台所用中性 
洗剤をつけて洗ったあと、乾いた布で十分水気を而さ取ってください。 


※ダッチオーブン使用時の取り付けかたは、4日ページを参照してください。 



取り付けかた 


サイドカバ- 


手前のフック I セツトされた 状態1 


①奥のフックに、切り欠さ部を差し込む。 

◎手前のフックに穴部を引つかける。 

※サイドカバーは、（左）（ち）びありますので、注意してく 
ださい。 

指かかりのある手前側に左またはちと表示しています。 
※図は、サイドカバー(左)の場合です。サイドカバー(ち） 
わ同様に取り付けてください。 































































安全機能 


-使用中に自動消乂した場 S ホ、必ず点乂/消乂ボタンを r 消乂の状態」にしてくださし、。 
-お知5せ表示は曰7ページを参照してください。 


立消え安全装置 

(コン □/ グリル） 


消し忘れ消乂機能 

(コン □/ グリル） 


焦げつを自動消乂 
機能 

ロン □) 


天ぷ5油過熱防止 
機能 

ロン □) 


◊風や煮こぼれで乂が消えた場合、自動のにガスを止めまず。 

(完全にガスび止まるまで数秒かかります。） 後方か*^見た网 
※再度点火するとさは、窓や戸を開けて換気 
をし、ガスのにおいび完全になくなってか 
ら点火してください。 

-立消え安全装置に煮こぼれや水滴びついた 
とさは、されいに而さ取ってください。 

また、立消え安全装置に硬いわのをぶつけ 
ないで <ださい。 

(点火不良の原因になります。） 


〈コンの 

◊点乂後、約120分扁温で自動的に乂力調節している場合は約30 
分)経過ずると自動的にガスを止め、消乂しまず。 

※左ちコン□は、センサー解除モード使用時約60分搞温で自動的に乂力調節してい 
る場合は約30分)で自動的にガスを止め、消乂します。 

※コン□消し忘れ消火機能の設定時間を変更することびできます。 （58 ページ） 

〈グリル〉 

◊点乂後、約18分経過ずると自動的にガスを止め、消乂しまず。 

◊才ーブンモード時は約30分経過すると自動のにガスを止め、消乂します。 


◊焦げつさや空だきの場合、自動のにガスを止め、消乂しまず。 

-焦げの程度は、鍋の材質-火力-調理物によって異なります。 

※弱火から強火に切り替えたとさに温度センサーびはたらいて自動消火することび 
あります。再度点火すると正常に作動します。 

※センサー解除モードを使用しているコン□のみ、この機能ははたらきません。 


◊油温が約250でになると強乂〇弱乂をくり返し、この状態が約30 
分続くと、自動的にガスを止め、消乂しまず。 

それ m 上に温度が高くなると、約30分を経過ずる前に自動的にガス 
を止め、消乂しまず。 

※鍋の種類や油の量によって自動消乂時の油の温度は異なります。 

※センサー解除モードを使用しているコン□のみ、この機能ははたらきません。 




A センサー解除モードを使用するときは、揚げものなどの調理はしない 

センサー解除モードでは、天ぷら油過熱防止機能の消乂温度び高くなって 

n が±胃いますので、調理油び過熱され、発火し、 乂災の原因になりまず。 

\_ ノ 


逆 注意 


〇 天ぷ5油過熱防止機能がはた5いたとさは、鍋や油の温度が相当高<な 
つているためま意する 

いぶずする _ やけどやけがの原因になります。 _ 
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鍋なし検知機能 

庙もコン：:） 


グリル過熱 
防止センサー 

(グリル） 


◊鍋を置かなかったり、調理途中に鍋を上げたりした場合は、鍋なし 
検知がはた！5さまず。 

•鍋を置かなかった場合は、点火しません。 

ロブー音『ピーピーピー』と火力表示ランプの点滅(全部)でお知らせします。） 


点乂前 


調理途中 


•鍋を上げると、火力2に変わります。（弱火および火力2のとさは変わ 
りません。） 

-鍋を元に戻すと火力わ元に戻ります。 


1尸 W つ1 


*〇〇〇〇参^ 点 



点备 参〇〇〇' 
、滅 J 



*0 0 00 参 <5：;^ 点 

化 




逆 注意 

つ 

〇 

必ず守る 

調理途中、鍋を上げたあとに鍋を戻ずと、乂力も元に戻りまず 

バーナー付おには顔や手をおづけないでください。 

やけどの原因になります。 

J 


《点乂後に鍋を上げるなどした状態が約1分間続くと》 

◊自動消火し、ブヴー音『ピーピーピー J と火力表 TJX っンプ(左端)の 
点滅でお知らせします。 



※センサー解除モードを使用しているコン□のみ、この機能ははたらきません。 


◊グリル庫内やグリル受け皿の温度が異常に高<なった場合や、連続 
焼きや空焼きなどで高温になると、自動のに乂力を弱めたり、ガス 
を止め、消乂します。 


逆 ま意 


〇 グリル過熱防止センサーがはた!5いたときは、グリル受け皿やグリルと 
び！5ガラスの温度が相当高くなっているためま意ずる 
'ぶずす3 やけどやけがの原因になります。 


■ 
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Q & A (よくあるご質問）① 



詳細の 

番号 


ご質問の回答 


ご確認していただ< 
ページ 



電源が入りにくい 
(または入5なし、) 


センサー解除をしているのに、 
勝手に乂が小さくなったり、 
乂が消えたりずる 


コン□使用時の現象 

X ご質問の詳細 ） 

© 調理中に消乂ずる 

◎ 油が高温になっていても自動消乂 
しない 

( 3 ) 点乂してもずぐ消える 

@自動で乂力が変わる 

⑤乂力を調節してら変わ S なかっ 
たり、欲しい乂力にな S ない 

( 6 ) 鍋底がひどく焦げついて消乂する 

(7) 揚げものがうまくできない 

® 弱乂になっても1分後に消乂ずる 




‘お手入れなどで誤って電源ボタンに触れても 
電源び入らないよラにしています。 

他のボタンより長く（日.3秒)押してください。 


温度センサーや鍋などの異常過熱を防止する 
ために、温度センサーの温度び上びりすざる 
と自動的に火力を調節したり、ガスを止め、 
消火したりすることびあるためです。 


の© •鍋の形状や材質び適していますか？ 

17 

◎@ •鍋底び温度センサーと密着していますか？ 

6-9 

(6)© •鍋底や温度センサーび巧れていませんか？ 

-油の量は適切でずか？ 

①© 油量己日日 mL 〜1日日日 mL び適切でず。 

巧')な）鍋の形状や材質、油の量よっては油の温度 
W ^ び設定温度より高めになったり低めになった 

© りする場合びありまず。 

設定温度を加減してお使い<ださい。 

] 7 • 23 • 24 

-温度センサーび高温になっていませんか？ 

の巧^ 安全装置びはたらいて消乂した場合、温度セ 
ンヴーの温度び下びるまで点乂してちずぐ消 
乂しまず。 

49 

-焦げつさ自動消乂機能は、鍋の材質や調理に 
より焦げつさの程度びかわります。 

ホー□-製の鍋や、カレー.シチュ ー• カラ 
メル-みそなどの水分び少ない料理は焦げや 
©(6)ずくなりまず。弱乂でときどきかき混ぜなび 
ら調理してください。 

- 

. 鍋底び焦げついて消火していませんか？ 
焦げつさや空ださの場合、焦げつさ自動消乂 
機能びはたらいて、自動的に消乂しまず。 

49 

-コン□タイマーび終了していませんか？ 

再度点火してください。 

22 

-長時間使用していませんか？ 

コン□は、点乂後約] 2日分(高温で自動的に 
乂力調節している場合は約3日分)で自動消乂 
① し、消し忘れを防ぎまず。 

49 

-弱乂の状態で機器下のキャビネットとびらを 
はや< 開閉していませんか？ 

また、グ IJ ルとび5対まやく開閉していませんか？ 
はやく開閉ずると消乂ずることびありまず。 
ゆっくり開閉してください。 

]已 

• 冷凍食品や冷凍した調理物をそのまま調理し 
(3) ていませんか？ 

解凍してから調理してください。 

- 

•鍋の温度び高温になると、過熱防止のため自 
動的に乂力を切り替えます。 

弱乂〇強火を繰り返し、この状態び約30分 
続くと自動消乂します。 

弱乂になると支障のあるときは、センサー解 
除キーを押すと、高温での調理びでさまず。 
(左ちコン□のみ） 

49 

20 

@ •フライパンや鍋をふったり、浮かせて調理し 

ていませんか？ 

フライパンや鍋を持ち上げると、弱乂になります。 
弱乂になると支障のあるときは、センサー解 
除キーを押すと、高温での調理びでさまず。 
(左ちコン□のみ） 

已〇 

20 
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ご質問の内容 


詳細の 

番号 


ご質問の回答 


ご確認していただ< 
ぺージ 




炊飯モードで上手に炊飯が 
でさない 


ご質問の詳細 


①ふさこぼれる 
◎ ごはんがかたい 
(3) ごはんがやね S かい 
@ごはんが焦げる 
◎ 誤って途中で消乂してしまった 


湯わかしモード使用時の現象 


< ご質問の詳細 ； 

①お湯がめるい 
© お知 S せが遅い 
這）ふさこぼれる 


-炊飯に適した鍋を使用していまずか？ 

17-28 

の@ - 

-鍋底び温度センサーと密着していまずか？ 

6 • 9 • 28 

• 炊飯量は適切でずか？ 

ごはん]〜5合、おかゆ日.己〜1合び適切でず。 

27 


-お米の量や水量を正し<計量していますか？ 

27 

-よく洗米していまずか？ 

27-28 

@ 

-無洗米を使用していませんか？ 

]〜2回洗米し、3%ぐらい多めに水をいれて、 
必ず浸しおさをして炊飯してください。 

28 

◎③ 

•銘柄や産地、保存期間により炊さあびりのか 
たさや粘り、食味び変わりまず。 

- 


-浸しおき時間は十分でずか？ 

27-28 

◎ 

-炊飯途中にふたを開けていませんか？ 

29 

•炊き上びったあと、約]日分むらしていまずか？ 

29-30 

③ 

•むらしたあと、ごはんをかき混ぜていまずか？ 

30 

@ 

-炊さこみごはんではありませんか？ 

白米にくらべ焦げやずくなりまず。 

27 

© 

-わう一度炊飯モードで炊いてください。 

水分び少ない状態で再点乂した場合は、やわ 
らかくなる場合や、焦げつさび強くなったり、 
おび残る場合びありまず。 

(おかゆの場合は、自動では炊けません。様 
子を見なびら弱乂で炊いてください。） 

29-30 


-湯わかしに適した鍋を使用していまずか？ 

]7 • 2已 

①質-鍋底び温度センサーと密着していまずか？ 

6-9 

◎ -水の量は適切でずか？ 

水量己日日 mL 〜2日日日 mL び適切でず。 

]7 • 2已 

-お湯 （7 日でじ(上）を湯わかしモードでわかし 
ていませんか？お湯から湯わかしモードを使 
©© 用した場合は、ふっとうしてから消乂や弱乂 
になるまで時間を要ずる場合や、ふっとうず 
る前に消乂ずる場合びあります。 

2已 

-乂力を弱乂にしていませんか？ 

① 乂力を弱乂で使用ずると、ふっとうする前に 

保温になったり、消乂したりします。 

^ •加熱中に鍋を動かしたり、ふたを開閉したり、 

^ 水をかさ混ぜたりしていませんか？ 
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Q & A (よくあるご質問)® 


ご質問の内容 


詳細の 

番号 


ご質問の回答 


ご確認していただ< 
ぺージ 



電源が入りにくい 
(または入!5なし、) 



• お手入れなどで誤って電源ボタンに触れても 
電源び入らないよラにしています。 

他のボタンより長く（日.3秒)押してください。 


グリル使用時の現象 

X ご質問の詳細 ） 

①焼けずざる 
© 焼け足りない 

③ 焼きムラ 

④ 煙が出る 

⑤ オートメニューを受け付けない 
© 乂力が変わる 

© 乂力が変わ!5ない 
(8) 調理中に消乂する 


点乂すると他のバーナーもスパー 
ク(パチパチ)ずる 




点乂/消乂丰一か5手を放しても 
スパーク(ノくチパチ)する 


•グ U ルとびらは確実に閉まっていますか？ 

— 

の尚-焼さ加減の設定、魚などの調理物の置さかた 
は合っていますか？ 

32 • 37 • 38 

® -食材にあった乂力にしていますか？ 

33-34 

•グ U ル排気□カバーは付いていますか？ 

グ IJ ル排気□カバーを正しく取り付けてください。 

46 

•オートグ U ルモード使用時は、乂力を自動的 
に切り替えます。異常ではありません。 

— 

の •みそ漬けやかす漬けの魚を焼くとさは、みそ 
W やかすは取ってから焼いていますか？ 

32-38 

-冷蔵庫から出した冷たいままの魚などを焼い 
© ていませんか？ 

完全に解凍していますか？ 

15.32 

-脂の多い魚などを焼くと煙び多く出るため、 
排気 niu 外からも煙び出る場合びあります。 
異常ではありません。 

34 

@ -初めてグ U ルを使うときグ U ルや排気 □!； (外 

から煙やにおいび出ます。グ U ルには加工油 
を使っておりその油を焼さ切るためです。 
異常ではありません。 

31 

-連続焼さなどでグ U ル庫内の温度び高<なっ 
ていませんか？ 

グ U ル庫内の温度び高すざると、オートグ U 
ルモードは受け付けません。マニュアルグ U 
© ルは受け付けますび、過熱防止センサーびは 

たらさ、設定したタイマー時間より短い時間 
で消乂することびあります。 

グ U j レ庫内び冷めるまで(約3分)待ってから 
使用してください。 

35 

-グ U ルタイマーび終了していませんか？ 

再度点乂してください。 

34 

(§) -連続焼さなどでグ U ル庫内び高温になってい 
ませんか？ 

グ U j レ庫内び冷めるまで(約3分)待ってから 
使用してください。 

34 - 50 


- ] ヶ所の点乂操作ですベてのバーナーびスパ 
ー ークします。 

異常ではありません。 

- 


-楽々点火ち式で点乂/消乂キーから手を放し 
一 てちスノ くークび続さます。（最長約7秒） 

異常ではありません。 

- 
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詳細の 

番号 


ご質問の回答 


ご確認していただ< 
ぺージ 



使用中、消乂後に音がずる 

X ご質問の詳細 ） 

①「ボン」と音がする 
◎ 「カチッ」と音がずる 

③ キシミ音がする 

④ 「シャー」と音がする 

© 点乂初期に r ポッポッ」と音がする 



① 

•バーナーキャップを正しく取り付けていますか？ 
コン□ノ（ーナー使用後の「ポン」といラ乂の消 
えたとさの音です。異常ではありません。 

ノ くーナーキ ャッ プび正しく取り付けされてい 
ないと上記のような音びする場合びあります。 

45 

◎ 

-乂力を切り替える動作音です。 
異常ではありません。 


◎ 

-点乂後や消乂後にキシ S 音びでますび、加熱 
や冷却されるとさに、金属び膨張収縮して起 
こる音です。異常ではありません。 


④ 

-コン□バーナー使用中「シャー」と音びでます 
び、燃焼するガスの通過音です。 
異常ではありません。 


© 

-機器び冷えている状態で点乂するとしばらく 
「ポッポッ」と音のする場合びあります。 
異常ではありません。 

機器び温まると音はなくなります。 
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故障かな？と思った 5 



詳細の 

番号 

確認1 

して < ださい 

ご確認していただ< 
ぺージ 


点乂しない 

X 症状の詳細 ） 

①点乂しない 
◎ 点乂しにくい 
(3) スパーク しない 
@点乂してもすぐ消える 



-電池交換サインび点滅していませんか？ 

乾電池び消耗していて、機器を作動させる電圧びなく 
なったためです。新ししがルカ U 乾電池牌]形： S 個） 
^号 に交換してください。 

43 

◎@ •バーナーキャップび傾いたり、浮いたりしていませんか？ 

14-45 

-アルミはく製しる受けを使用していませんか？ 

使用しないでください。 

9 

-バーナーの炎口びつまっていませんか？ 

の© 点乂プラグ、立消え安全装置、バーナーキャップびめ 
知 れたり、巧れたりしていませんか？ 

45 

W -グ U ルはコン□にくらべて点乂に時間びかかります。 

- 

-ガス栓を全開にしていますか？ 

18.3] 

-ガス配管に空気び残っていませんか？ 

(長期間使用していなかったり、朝一番など)点乂操作 
を繰り返してください。 

- 

のの）-鍋を置いていますか？ 

鍋を置いていないと点乂しません。 

18-50 

-鍋底のへこみび大さな(約 AmmliLt ) 鍋を使用してい 
ませんか？ 

温度センサーび正しく密着していません。 

底びへこんでいない鍋を使用してください。 

6-9 

-電源は入っていますか？ 

①® 電源を入れないとすべての操作を受け付けません。 

己 • 18 • 31 

. □ックを解除していますか？ 

18 

•長時間、鍋を置いたままにしていませんか？ 

^ 安全のため、鍋なし検知センサーチェックを行ってお 

W り、使用でさなくなるようにしています。一旦、鍋な 

どを上げて、再度点乂してください。 

- 

-温度センサーび高温になっていませんか？ 

@ 安全装置び作動して消乂した場合、温度センサーの温 

度び下びるまで点乂してちすぐ消乂します。 

- 


炎の状態がおかしい 

X 症状の詳細 ） 

①炎が安定しない 

◎ 炎が黄色い、赤い 

這）異常音をたてて燃える、消える 

@炎が均一でない 

⑤使用中炎が消える 

( D 鍋にすすがつ< 



の后^ •パ'-ナー炎□びつまっていませんか？ 

点乂プラグ、立消え安全装置、バーナーキャップびめ 
(3)® れたり、巧れたりしていませんか？ 

45 

©◎ •パーナーキャップび傾いたり、浮いたりしていませんか？ 

14-45 

•風び吹き込んでいませんか？ 

^ 扇風機や冷暖房機器の風びあたっていませんか？ 

© 

11-14 

◎@ •アルミはく製しる受けを使用していませんか？ 

©© 使用しないでください。 

9 

-換気をしていますか？ 

11 

-乂力調節をはやく操作していませんか？ 

©© はやく操作すると、炎びホくなったり、消乂する場合 
びあります。 

異常ではありません。ゆっくり操作してください。 

- 

-加湿器を使用していませんか？ 

加湿器を使用すると水分に含まれるカルシウムび燃え 
◎ て炎び赤くなることびあります。異常ではありません。 

- 

-乂力調節時に一瞬炎び黄色くなったり大さくなる場合 
びあります。異常ではありません。 

- 
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こんなとさは 


詳細の 

番号 


確認してください 


ご確認していただ< 
ぺージ 
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次の表示び出た 5 


グリル操作部 


(ツ —卜 


ヴリル 

〇姿巧〇強め 0 弱の強 
〇の身〇標準 [^ 1 み 
〇干物〇弱め 0 弱の強 

國閣 ，戀隨 J 曰田 
陽 



コン□操作部 


左コン □ 

02 0 0 

0180 〇輔消义 
016 0 05分な温 

を〕ン日' 

〇おかゆ 
〇ごはん 

ちコン □ 
0200 

0180 〇輔消义 
016 0 05おな温 

「揚げ1|湯わ1 

1ち0||かし1 

。[じ 州-南お 1 

。| 口細し) 1 

1巧飯1 

「揚げ1|湯わ1 

1ちの II かし1 

。|じ 州-露 1 

(如押し) 1 


お知5せ表示 


ランプ表巧(点滅） 

例 後 

g 。 ミ -I 


コン□タイ7—表 


タイ 7- 
設定 


献点滅） 

タイマー設定時間が終了したとき 




+ 


(表示なし） 



バーナー不着义(点义に失敗したとき） 

I パ‘ーナー途中消义 I 

I (煮こぼれや風などで消义したとき ） I 

焦げつきや異常高温になったとき 

I I 

コン□消し忘れ消义機能が作動したとき 


鍋なし検知が作動したとき 


センサーチェックが作動したとさ 


点火/消火ボタンを「消火の状 
態」に戻してください。 

続けてお使いになるとさは、 
十分換気をしてから、再度点 
火してください。 


鍋などをのせて再度点火して 
<ださい。 

鍋などを一旦上げてください。続けて 
お使いになるとさは、再度鍋をのせて 
点火してください。鍋を上げた状態に 
してを、日秒毎のブヴー音『ピー』報知 
と燃焼ランプの点滅び継続した場合は、 
点検び必要です。お買い上げの販売店 
または、をよりの東京ガス(別紙事業 
所一覧)に連絡してください。 



グ IJ ルタイ 7—1 


ランプ表示(点滅） 



尉!!(点滅） 

タイマー設定時間が終了したとき 

I I 

バーナー不着义(点义に失敗したとき） 

I I 

バーナー途中消义 

I グリル過熱防止センサーが作動したとさ I 
(空焼きした場台や、焼きすざた場台） 


グリル庫内が高温になっているとき 


続けてお使いになるとさは、十 
分換気をしてから、再度点火し 
て < ださい。 

グ U ル過熱防止センサーびはた 
らいた場合は、しばらく (約3分） 
待ってから、再度点火してくだ 
さい。 


庫内温度び下びるまで、しばらく 
待ってから使用してください。 



電池交換サイン表示(点滅） 


占 


乾電池が消耗してさたとさ 


乾電池を交換して<ださい。 
(43 ぺージ） 

アルカリ乾電池（単1形： S 個） 



上記の処置で直5な 
いときや、次の表示 
び出たとさ 


点検び必要です。コン□は、点火 
/消火ボタンを「消火の状態」に戻 
し、機器の電源を「切」とし、お買 
い上げの販売店または、わよりの 
東京ガス(別紙事業所一覧)に連絡 
して < ださい。 


57 ◊自動消火した場台は、必ず点火/消乂ボタンを戻してください。 







































































•グ IJ ルタイマーの田•日で、設定時間を切り替える。 

《 ] 分 • 2分 • 3分 • 4分-己分の時間設定びでさます。（工場出荷時： 3分） 

例） "5" にすると、オートパワーオフ機能時間は、己分になります。 

※電源ボタンを日 FF にするか10秒上経つと、表示されている時間に自動設定されます。（ブヴ ー: ピ ー) 


•1；^ で、コン□消し忘れ消火機能時間設定に切り替える。（グ IJ ル下火強び点灯する） 
※コン□消し忘れ消乂機能時間を変更した場合は、タイマー設定可能時間、連続使用可能時間は、 
ち下表のようになります。 


◊電源ボタンを ON にし、グ IJ ルタイマーの田とコン□タイマーの田を、 
3 秒仪上同時押しを] 0 秒仪内 (< 

※機器を使用していない状態で操 


グリル 





〇姿焼〇強め 
〇切身〇標準 
〇干物〇弱め 


才-卜 
メニユ- 

>焼き 1 

如減 

〇 

ダツチ 
才-ブン 



0弱 轉 強 

[J 

0弱の強 

锡國曰 圧 


グリル操作部(シート） 


才ート し I 焼き向^力 |;| 一 1 Lu 1 
にュ -f| 祇咸 t^|.| J I す I 

\ I て±易出荷時! => 

•グ IJ ルタイマーの田’田で、設定時間を切り替える。 

《30分* 60分- 90分-] 20分の時間設定びできます。（工場出荷時：] 20分） 

例）"弓"にすると、消し忘れ消火時間は、9日分になります。 

※電源ボタンを日 FF にするか10秒上経つと、表示されている時間に自動設定されます。（ブヴ ー: ピ ー) 


(グ IJ ル上乂強び点灯する） 
作してください。 



1 


のタイ7— 後 

〇 


ちコン □ 
0200 

0180 〇自動消乂 
0160 05 分保温 

後]ン □ 

〇おかゆ 
〇ごはん 

ちコン □ 
0200 

0180 〇自動消火 
0160 05 分保温 

揚げ 

ちの 

湯ね 

かし 

炊飯 

揚げ 

ちの 

湯ね 

かし 

〇 

じンサ-解除 
。秒巧し） 


〇 

|じント臟 

削)巧し） 


コン□操作部（シート） 


オートパワーオフ機能時間の変更方法 


コン□消し忘れ消乂機能時間の変更方法 


コン□消し忘れ 
消乂機能時間 

タイマー設定 
可能時間 

連続使用可能時間 

通常時 

センサー解除時 

3日分 

1〜3日分 

3日分 

3日分 

6日分 

1〜6日分 

6日分 

6日分 

9日分 

1〜9日分 

9日分 

6日分 

に日分 

1〜99分 

に日分 

6日分 



◊國を押す毎に、「才ートノのーオフ機能時間設赴な「コン□消し忘れ消火機能時間設定」 
に切り替わります。 


安全-便利機能の使いかた 


C カスタマイズ機能^ 

下の機能を設定変更することびでさます。 

-オートパワーオフ機能時間： 工場出荷時(初期設定)は、「3分」に設定されています。 

-コン□消し忘れ消乂機能時間： 工場出荷時(初期設定)は、「120分」に設定されています。 

※機器を使用していない状態で操作してください。 


め準め 

堪语巧弱 

〇刮从 

焼身物 
姿の干 

〇 〇 〇 
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仕様 


600幅ガラストップビルトインコン □ 

品名コード 

トッププレート 

刖面パネル 

型式名 

HR - BP 3 A - G 6 BS 

ブラックミラー 

ステンレス 

C 3 WJ 5 PWA 

HR - BP 3 A - X 6 SS 

プラチナシルパー 


7日0幅ガラストップビルトインコン □ 

品名コード 

トッププレート 

刖面パネル 

型式名 

HR - BP 3 A - G 7 BS 

ブラックミラー 

ステンレス 

C 3 WJ 6 PWA 

HR - BP 3 A - X 7 SS 

プラチナシルパー 


点乂 方式 

連続スパーク点乂 

安全装置 

-立消え安全装置 1 

-電源オートパワーオフ機能 
•□ツク機能 J 

-焦げつさ自動消乂機能 1 

-天ぷら油過熱防止機能 

-コン□消し忘れ消乂機能 J 

-鍋なし検知機能 

-グ U ル過熱防止センサー 1 

-グ U ル消し忘れ消乂機能 1 

-ダツチオーブンタイマー(最大設定時間 3 日分り 

全バーナ ー) 

(コン□パ'-ナ ー) 

(左も〕ン□バーナー ) 

グ U ルバーナー） 

付属品 

-取扱説明書(保証書付）-設置工事説明書-クッキングブック-事業所一覧 
•アルカリ乾電池(単 1 形 1 .已 V:S 個） 

タイプ 

6 日日幅ガラストップ 

7 日日幅ガラストップ 

外 お 寸 法 

高さ S64mm X 幅日 98mm x 奥行 492mm 
(トッププレート幅巳 92mm) 

高さ 264mm X 幅日 98mm X 奥行 492mm 
(トッププレート幅 737mm) 

質 量 

26k 呂 

27k 呂 


使 

使用 

用 ガ 

ガス グルー 

ス 

プ 

1時間当たりのガス消費量 kW 


個別ガス消費量 

全点乂時 

ガス接続 

左もコン □ 

後〕ン〇 

グリル 

ガス消費量 


都 

市 

ガ 

13 A 


4.20 

13.610 kcal/hl 

1.28 

11.100 kcal/hl 

2.21 

11，9日日 kcal/hl 

10.6 

19,100 kcal/hl 

Rcl /2 
(メネジ） 

ス 

用 

12 A 


3.90 

13,350 kcal/hl 

1.20 

11,030 kcal/hl 

2.06 

11,770 kcal/hl 

9.86 

18,480 kcal/hl 

R 1/2 
(ォネジ） 


◎本仕様は改良のためお知らせせずに変更することびありますびご了承ください。 
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アフターサービス 


サービスの お申し込み 


◊『 Q & A (よくあるご質問)』『故障かな？と思ったら』『次の表示び出たら』を見て、もう一度確認してください。 
◊確認のうえ、それでち不都合な場合あるいは、ご不明な場合はご自分で修理しないでお買い上げの販売店、 
または、ちよりの東京ガス(別紙事業所一覧）に連絡してください。なお、連絡されるとさは、下記のことを 
お知らせ < ださい。 

1. 品 名：ガスビ J レトインコン □ 

2. 品名コード：グ U ル操作部前面に貼付のシールを参照してください。 

(HR-BP3A-G 巨 BS • HR-BP3A-X6SS) 

(HR-BP3A-G7BS • HR-BP3A-X7SS) 

3. 機器コード：グ U ル操作部前面に貼付のシールを参照してください。 

(11-052-02-01219-11 -052-02-01 220) 

(11-052-02-01232 -1 1-052-02-01233) 

4. 型式名：電池ケースふた内側に貼付の銘板を参照して<ださい。 （8 ページ） 

(C3WJ5PWA - C3WJ6PWA) 

5. 故障または異常の内容(でさるだけ詳しく） 

6. ご住所-お名前-電話番号-道順(できるだけ詳しく） 


拓居される場合 


ガスには都市ガス(数種類)および LP ガスの区分びありまず。 

◊ガスの種類び異なる地域へ転居される場合には、部品の交換や調整び必要となりますので転居先のガスの種 
類を確認のうえ、お買い上げの販売店または、転居先のガス事業者に連絡してください。 

この場合、調整-改造に要する費用は保証期間中でも有料となります。 

◊この機器は 13 A (12 A ) • LP ガスのみの仕様です。他のガス種には調整-改造できません。 


保証書 


取扱説明書の62ページが保証書になっていまず。 

◊保証書に記載されているように機器の故障については、一定期間•一定条件のもとに修理いたします。保証書 
を紛失されますと、無料修理期間であってち修理費をいただくことびありますので、大切に保管してください。 
◊無料修理期間経過後の修理については、お買い上げの販売店または、もよりの東京ガス(別紙事業所一覧）に 
相談してください。修理によって性能び維持できる場合は修理馆料)いたします。 


補修用性能部品の保ち期間 


◊この製品の補修用性能部品《機能を維持するための必要な部品》の保有期限は、製造打ち切り後己年間です。 
ただし、保有期間経過後であってわ補修用性能部品の在庫びある場合は、有料修理いたします。 




















Memo 
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保証書 


住宅用途外でご使用になる場合の不具合。 

取扱説明書等の記載事項によらないでご使用した場合の不具合。 

機器を調整、改造された場合の不具合。（但し、当社都合の場合はのぞさます。） 

お買い上げ後、取付場所の移動、落下等による不具合。 

建築躯体の変形等機器本体(外に起因する当該機器の不具合、塗装の色あせ等の経年変化またはご使用に伴 
う摩耗等により生じる外観上の現象。 

強い腐食性の空気環境に起因する不具合。 

犬、猫、ねずみ、昆虫等の動物の行為に起因する不具合。 

乂災や凍結、落雷、地震、噴乂、洪水、津波等の天変地異または戦争、暴動等の破壊行為による不具合。 

指定規格外のガスをご使用したことに起因する不具合。 

本保証書を紛失された場合。 


心 J 




無料修理やアフタ- 
合わせ下さい。 


-サービス等についてご不明な場合は、お買い上げの販売店または、ちよりの東京ガスへお問い 


保証履巧者： 
保証責任を： 


東京ガス株; 


株式をせ 



干] 0己-8己27 

東京都港区海岸1 T 目5番20号 
〒己己 4-0023 

大阪市此巧区春日出南 3-2-1 日 


- f 


保証書 


品る 

□ — 

ド' 

HR - BP 3 A - G 6 BS • HR - BP 3 A - X 6 SS 
HR - BP 3 A - G 7 BS • HR - BP 3 A - X 7 SS 

型 

式 

名 

C 3 WJ 5 PWA - C 3 WJ 6 PWA 


上記本体をお買い上げいただきましてありびとうございます。この保証書は、東京ガス供給区域内において、都市ガスにてご使用にな 
る場合に、本書記載内容で無料修理をお約束するものです。 

言己 

1 . 保証期間は、お買い上げの曰から]年間とし、本体を対象にします。なお、下記部品については、別途!;^下の年数 
を保証します。 

電装基板…3年 

2. 万一故障の場合は、お買い上げの販売店または、ちよりの東京ガスへお申し出下さい。原則として、出張修理いた 

よ9 〇 

3. サービス員びお伺いした時に、保証書をご提示下さい。 

4. 保証期間内においてち、次の場合は有償修理といたします。 






■お買い上げおよび販売店 


お買い上げ曰 

平成 

年 

巧 

曰 



販 売 店 


住 所 


電話番号 



扱 

者 

巧 


修理記録 

この本体の修理記録は、機器内部に貼付の機器分解シート内に記録します。 

■お客さまへ 

1 . この保証書をお受け取りになる時に、販売年月日、販売店、扱者印び記入してあることを確認して下さい。 

2 . 本保証書は再発行いたしませんので紛失されないように大切に保存して下さい。 

3. 無料修理期間経過後の故障修理等につさましては「アフターサービス」の項をご覧下さい。 

4. この保証書によって保証書を発行している者(保証履行者•保証責任者)、およびそれ(外の事業者に対 
するお客さまの法律上の権利を制限するわのではありません。 


x\ly X)/ XX)/ XX)/ \)/ 

12 3 4 5 


X)/ x\ly X)/ XX)/ XX)/ 

6 7 8 9 0 

/(\ /(\ /(\ /(\ 

/(\ 
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T TOKYO GAS 



長年ご使用のガス機器の点検をぜひ！ 

-ときどきガスくさい。 -キーやボタンの操作び不確実。 

-焦げくさいにおいびする。-コン□部、グ U ル部び点乂しにくい。 

-その他の異常や故障びある。 

上のような症状のとさは、ガス栓を閉じ、故障や事故防止のため、 1 

必ず販売店に点検•修理を相談してください。 


※ご使用に際しての機器に関するお問合わせは、ご使用地区の事業所または販売店にお願いします。 


販売店名 


\_ y 


製造者 

株式会社 / \—?J PRO 本 




社 〒554-日日23 大阪市此花区春日出南 3-2-1 日 


0 H - 2 0 











